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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

(1）連結経営指標等

回次 第66期 第67期 第68期 第69期 第70期

決算年月 2016年３月 2017年３月 2018年３月 2019年３月 2020年３月

売上高 （百万円） 319,935 330,256 347,071 348,022 340,460

経常利益 （百万円） 35,807 35,280 34,286 33,318 35,679

親会社株主に帰属する当期純

利益
（百万円） 22,710 22,322 21,194 20,480 21,561

包括利益 （百万円） 12,952 23,135 28,943 17,230 24,339

純資産額 （百万円） 271,709 290,638 307,965 320,696 340,959

総資産額 （百万円） 368,084 402,107 422,422 430,885 450,486

１株当たり純資産額 （円） 4,924.24 5,245.62 5,589.17 5,819.80 6,140.52

１株当たり当期純利益 （円） 436.71 429.27 410.41 398.45 419.49

潜在株式調整後１株当たり当

期純利益
（円） － － － － －

自己資本比率 （％） 69.6 67.8 68.0 69.4 70.1

自己資本利益率 （％） 9.0 8.4 7.6 7.0 7.0

株価収益率 （倍） 22.76 20.64 24.61 19.65 18.24

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） 36,066 39,554 29,914 29,479 37,694

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） △17,770 △17,732 △12,190 △7,288 △7,124

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（百万円） △6,554 △5,217 △11,725 △6,150 △6,436

現金及び現金同等物の期末残

高
（百万円） 79,600 95,297 101,697 116,133 140,138

従業員数
(人)

9,940 10,512 10,571 10,613 10,451

[外、平均臨時雇用者数] [3,692] [3,727] [3,856] [3,360] [2,909]

　（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を第69期の期首

から適用しており、第66期から第68期に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を遡って適用し

た後の指標等となっております。
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(2）提出会社の経営指標等

回次 第66期 第67期 第68期 第69期 第70期

決算年月 2016年３月 2017年３月 2018年３月 2019年３月 2020年３月

売上高 （百万円） 197,592 198,870 201,936 206,015 207,805

経常利益 （百万円） 21,946 21,512 18,466 19,026 20,295

当期純利益 （百万円） 15,602 16,215 13,850 14,175 15,058

資本金 （百万円） 6,459 6,459 6,459 6,459 6,459

発行済株式総数 （千株） 52,216 52,216 51,616 51,616 51,616

純資産額 （百万円） 184,824 197,402 202,365 210,865 220,548

総資産額 （百万円） 235,573 247,247 252,558 259,682 270,011

１株当たり純資産額 （円） 3,554.15 3,796.11 3,937.07 4,102.46 4,290.93

１株当たり配当額

（円）

82.00 86.00 90.00 94.00 98.00

(うち１株当たり中間配当

額)
(40.00) (42.00) (44.00) (46.00) (48.00)

１株当たり当期純利益 （円） 300.02 311.82 268.20 275.78 292.97

潜在株式調整後１株当たり

当期純利益
（円） － － － － －

自己資本比率 （％） 78.5 79.8 80.1 81.2 81.7

自己資本利益率 （％） 8.7 8.5 6.9 6.9 7.0

株価収益率 （倍） 33.13 28.41 37.66 28.39 26.11

配当性向 （％） 27.3 27.6 33.6 34.1 33.5

従業員数
(人)

3,579 3,642 3,665 3,702 3,758

[外、平均臨時雇用者数] [423] [410] [379] [378] [376]

株主総利回り （％） 112.5 101.3 116.3 91.8 90.9

（比較指標：配当込み

TOPIX）
（％） (89.2) (102.3) (118.5) (112.5) (101.8)

最高株価 （円） 11,400 10,230 10,750 11,460 8,770

最低株価 （円） 8,310 8,410 8,790 6,740 6,100

　（注）１．売上高には消費税等は含まれておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

３．最高株価及び最低株価は東京証券取引所（市場第一部）におけるものであります。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号 2018年２月16日）等を第69期の期首

から適用しており、第66期から第68期に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を遡って適用し

た後の指標等となっております。
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２【沿革】

　当社は1920年９月に故内藤秀次郎と故林 謙吉の両名により「林内商会」を創設しガス、石油器具の製造販売を開

始し、1923年からは全国ガス会社への納入及び輸出を行い、1950年９月２日同商会を株式会社に改組致しました。

　会社設立以降の主な変遷は次のとおりであります。

1950年９月 名古屋市中川区福住町において各種燃焼器具の製造販売を目的として株式会社林内製作所を資本

金100万円で設立

1954年９月 東京営業所（現・関東支社）を開設

1958年12月 シュバンク社（独）と技術提携し赤外線ガスバーナーを製造販売、この応用によりガスストーブ

他、各種焼物器を開発

1960年12月 愛知県尾張旭市に旭工場（現・旭事業所）を新設

1964年10月 愛知県丹羽郡大口町に大口工場を新設

1967年９月 愛知県丹羽郡大口町に技術センターを新設

1971年１月 アール・ビー・コントロールズ㈱（現・連結子会社）を設立

1971年８月 商号をリンナイ株式会社に変更

1971年11月 オーストラリアにリンナイオーストラリア㈱（現・連結子会社）を設立

1974年１月 大韓民国にリンナイコリア㈱（現・連結子会社）を設立

1974年７月 米国にリンナイアメリカ㈱（現・連結子会社）を設立

1974年10月 東京リンナイ住設㈱（現・連結子会社　リンナイネット㈱）を設立

1979年10月 リンナイ精機㈱（現・連結子会社）を設立

1979年11月 名古屋証券取引所（市場第二部）に上場

1979年12月 愛知県瀬戸市に瀬戸工場を新設

1982年９月 ㈱柳澤製作所（現・連結子会社）に出資

1982年11月 東京証券取引所（市場第二部）に上場

1983年４月 磯村機器㈱（現・連結子会社　リンナイテクニカ㈱）に出資

1983年９月 東京証券取引所・名古屋証券取引所市場第一部に指定

1988年３月 インドネシアにリンナイインドネシア㈱（現・連結子会社）を設立

1993年９月 中華人民共和国に上海林内有限公司（現・連結子会社）を設立

1994年７月 名古屋市中川区において本社ビルを新築

1999年４月 ㈱ガスター（現・連結子会社）に出資

給湯機器の開発、生産、営業、メンテナンスの分野において業務提携

2010年３月 愛知県小牧市に生産技術センターを新設

2013年５月 愛知県瀬戸市に暁工場を新設

2016年４月 ㈱ガスターに追加出資、連結子会社化
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３【事業の内容】

　当社グループは、当社（リンナイ株式会社）及び子会社45社、ならびに関連会社３社、計49社で構成されており、

熱機器の製品、部品の製造・販売事業、及びこれに付帯する事業を行っております。

　各製品・部品は、当社及び国内外の関係会社によって製造されております。

　販売は、国内は当社から、都市ガス会社、プロパン燃料販売会社、住設機器メーカー、ハウスメーカー、管建材販

売会社等の得意先へ直接販売（一部ＯＥＭ供給）し、一部の得意先へは子会社が販売しております。

　海外向けについては、当社が販売する他、海外子会社、関連会社にて製造・販売しております。

　また、当社グループは、現地に根ざした事業展開を基本方針とし、グローバルな製造・販売システムを構築するこ

とにより、高付加価値商品をグローバルに供給しております。

　報告セグメントとして、日本には国内連結子会社、アメリカにはリンナイアメリカ㈱及びリンナイカナダホール

ディングス㈱、オーストラリアにはリンナイオーストラリア㈱及びガスアプライアンスサービシズ㈱等、中国には上

海林内有限公司、上海林内熱能工程有限公司、広州林内燃具電器有限公司及び林内香港有限公司等、韓国にはリンナ

イコリア㈱及びアール・ビー・コリア㈱、インドネシアにはリンナイインドネシア㈱を含んでおります。

　事業の系統図は、次のとおりであります。
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４【関係会社の状況】

（1）連結子会社

名称 住所
資本金

（百万円）
主要な事業の内
容

議決権の所
有割合

（％）
関係内容

㈱柳澤製作所 大阪府門真市 150
ガス機器の製造

販売
100.0

ガス機器を完成外注委託し

ている。

リンナイテクニカ㈱

(注)１
東京都港区 200

ガス機器の製造

販売
100.0

ガス機器を完成外注委託し

ている。

㈱ガスター (注)１ 神奈川県大和市 2,450
ガス機器の製造

販売
90.0

主にガス機器を完成外注委

託している。

アール・ビー・コント

ロールズ㈱
石川県金沢市 150

電子制御機器の

製造販売
100.0

各種電子制御機器を製造委

託している。

リンナイ精機㈱ 愛知県小牧市 128
ガス機器部品の

製造販売
92.2

ガス機器部品を製造委託し

ている。

設備の賃貸あり。

アール・ティ・エンジ

ニアリング㈱
愛知県豊田市 70

ガス機器部品の

製造販売
100.0

ガス機器部品を製造委託し

ている。

ジャパンセラミックス

㈱
岐阜県可児市 280

ガス機器部品の

製造販売
100.0

ガス機器部品を製造委託し

ている。

能登テック㈱
石川県鹿島郡中

能登町
406

ガス機器部品の

製造販売
100.0

ガス機器部品を製造委託し

ている。

テクノパーツ㈱ 名古屋市中川区 50
ガス機器部品の

組立加工
100.0

ガス機器部品を組立加工委

託している。

リンナイネット㈱ 名古屋市中川区 300 ガス機器の販売 100.0
主にガス機器を当社より購

入し販売している。

リンナイ企業㈱ 名古屋市中川区 10 損害保険代理業 100.0
主に損害保険の代理業務を

委託している。

リンナイオーストラリ

ア㈱ (注)３

オーストラリア

ビクトリア州メ

ルボルン市

千A$

2,000

ガス機器の製造

販売

100.0

(100.0)

主にガス機器を当社より購

入し販売している。

役員の兼任あり。

リンナイアメリカ㈱

(注)１

アメリカ合衆国

ジョージア州

ピーチツリー市

千US$

11,267

ガス機器の製造

販売
100.0

主にガス機器を当社より購

入し販売している。

役員の兼任あり。

リンナイホールディン

グス(パシフィック)㈱
シンガポール

千S$

3,320

ガス機器の販

売、持株会社
100.0

リンナイオーストラリア
㈱、リンナイニュージーラ
ンド㈱、林内香港有限公
司、台湾林内工業股份有限
公司、リンナイベトナム㈲
の持株会社。主にガス機器
を当社より購入し販売して
いる。
役員の兼任あり。

リンナイニュージーラ

ンド㈱ (注)３

ニュージーラン

ド　オークラン

ド市

千NZ$

2,122

ガス機器の製造

販売

100.0

(100.0)

主にガス機器を当社より購
入し販売している。
役員の兼任あり。

林内香港有限公司

(注)３

中華人民共和国

香港特別行政区

千HK$

500
ガス機器の販売

100.0

(100.0)

主にガス機器を当社より購

入し販売している。

役員の兼任あり。
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名称 住所
資本金

（百万円）
主要な事業の内
容

議決権の所
有割合

（％）
関係内容

台湾林内工業股份有限

公司 (注)３
台湾　桃園市

千NT$

62,000

ガス機器の製造

販売

67.8

(67.8)

主にガス機器を当社より購

入し販売している。

役員の兼任あり。

リンナイコリア㈱

(注)１,３

大韓民国　仁川

広域市

百万Ｗ

15,107

ガス機器の製造

販売

100.0

(2.3)

主にガス機器を当社より購

入し販売している。

リンナイタイ㈱

(注)２

タイ　サムトプ

ラカン県

千BAHT

40,000

ガス機器の製造

販売
49.0

主にガス機器を当社より購

入し販売している。

役員の兼任あり。

上海林内有限公司

(注)１，２，４

中華人民共和国

上海市

千元

74,510

ガス機器の製造

販売
50.0

主にガス機器を当社より購

入し販売している。

役員の兼任あり。

リンナイベトナム㈲

(注)３

ベトナム　ビン

ゾン省

千US$

4,000

ガス機器の製造

販売

61.1

(61.1)

主にガス機器を当社より購

入し販売している。

役員の兼任あり。

アール・ビー・コリア

㈱ (注)３

大韓民国　仁川

広域市

百万Ｗ

1,200

ガス機器部品の

製造販売

100.0

(66.7)
－

リンナイカナダホール

ディングス㈱ (注)３

カナダ　オンタ

リオ州トロント

市

千CA$

50
ガス機器の販売

100.0

(100.0)
役員の兼任あり。

リンナイブラジルヒー

ティングテクノロジー

㈲

ブラジル　モジ

市

千R$

4,256

ガス機器の製造

販売
100.0

主にガス機器を当社より購

入し販売している。

上海林内熱能工程有限

公司 (注)１，３

中華人民共和国

上海市

千元

200,000
ガス機器の販売

100.0

(100.0)
－

リンナイインドネシア

㈱

インドネシア

ジャカルタ市

 百万IDR

3,085

ガス機器の製造

販売
52.0

主にガス機器を当社より購

入し販売している。

役員の兼任あり。

ガスアプライアンス

サービシズ㈱ (注)３

オーストラリア

ビクトリア州メ

ルボルン市

千A$

100

ガス機器等の施

工修理

100.0

(100.0)

主に当社製品の施工修理を

行っている。

リンナイイタリア㈲
イタリア　カル

ピ

千EUR

50
ガス機器の販売 100.0

主にガス機器を当社より購

入し販売している。

役員の兼任あり。

広州林内燃具電器有限

公司 (注)３

中華人民共和国

広州市

千元

20,000
ガス機器の販売

70.0

(10.0)

主にガス機器を当社より購

入し販売している。

役員の兼任あり。

リンナイマニュファク

チャリングマレーシア

㈱ (注)３

マレーシア　セ

ランゴール州

千MYR

7,125

業務用空調機器

の製造販売

80.0

(80.0)
－

その他６社  
 

 
 

 

 
 

　（注）１．特定子会社に該当しております。

２．議決権の所有割合は100分の50以下でありますが、実質的に支配しているため子会社としたものでありま

す。

３．子会社による間接所有の割合を（　）内に内数で記載しております。

４．上海林内有限公司については、売上高（連結会社相互間の内部売上高を除く。）の連結売上高に占める割合

が10％を超えております。

主要な損益情報等　　　（1）売上高　　　　　43,628百万円

（2）経常利益　　　　 5,883百万円

（3）当期純利益　　　 5,307百万円

（4）純資産額　　　　26,561百万円

（5）総資産額　　　　38,646百万円
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（2）持分法適用関連会社

名称 住所 資本金
主要な事業の内
容

議決権の所
有割合

（％）
関係内容

セントラルヒーティン

グニュージーランド㈱

(注)

ニュージーラン

ド　クライスト

チャーチ市

千NZ$

1
暖房機器の販売

50.0

(50.0)
－

　（注）子会社による間接所有の割合を（　）内に内数で記載しております。

 

５【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 2020年３月31日現在

セグメントの名称 従業員数（人）

日本 5,690 [1,363]

アメリカ 316 [0]

オーストラリア 498 [54]

中国 899 [0]

韓国 943 [81]

インドネシア 686 [1,328]

　　報告セグメント計 9,032 [2,826]

その他 1,419 [83]

合計 10,451 [2,909]

 　（注）　 従業員数は就業人員（当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出

向者を含んでおります。）であり、臨時雇用者数（パートタイマーを含んでおります。）は［　］内に年間

の平均人員を外数で記載しております。

 

(2）提出会社の状況

    2020年３月31日現在

従業員数（人） 平均年齢（才） 平均勤続年数（年） 平均年間給与（円）

3,758 [376] 38.2 16.1 6,309,876

　（注）１．従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含んでおります。）であ

り、臨時雇用者数（パートタイマーを含んでおります。）は［　］内に年間の平均人員を外数で記載してお

ります。

２．平均年間給与は、賞与及び基準外賃金を含んでおります。

(3）労働組合の状況

　当社グループにおいて単一の労働組合は組織されておりません。

　提出会社における労働組合はリンナイ従業員組合と称し、上部団体に加盟しておらず2020年３月31日現在の組合

員数は3,960名（当社から社外への出向者を含んでおります。）であります。リンナイテクニカ㈱における労働組

合はリンナイテクニカ労働組合と称し、上部団体に加盟しておらず、2020年３月31日現在の組合員数は240名であ

ります。㈱柳澤製作所における労働組合は柳澤製作所労働組合と称し、2020年３月31日現在の組合員数は149名で

あり、㈱ガスターにおける労働組合はＪＡＭガスター労働組合と称し、2020年３月31日現在の組合員数は360名で

あります。それぞれ上部団体のＪＡＭに加盟しております。

　なお、上記の他に労働組合は組織されておりませんが、上記を含めいずれの会社においても労使関係は常に協調

的で、すべて交渉は平穏に解決されております。
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第２【事業の状況】

１【経営方針、経営環境及び対処すべき課題等】

文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 経営方針

当社グループは、「品質こそ我らが命」を原点思想とし、お客様へ「安全・安心」をお届けするとともに、より

健全で心地よく質の高い暮らし方を創造します。

 

(2) 経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

グループ全体の連携を図り、収益性と資本効率を高めることを目指し、連結売上高営業利益率１０％および連結

ＲＯＥ１０％を超える水準を目標として取り組んでおります。

 

(3) 経営環境及び経営戦略等

今後の世界経済は、欧州や中国での経済成長の鈍化や米中間の通商問題に加え、新型コロナウイルス感染症拡大

に伴う経済活動の抑制により、景気減速の流れが強まっております。また国内経済においては、２０１９年１０月

の消費税増税以降、製造業を中心に弱含みとなる中、感染症は収束に向かいつつも、経済活動への影響は長期化す

る恐れもあり、先行きの不透明感はより一層増しております。

このような状況のもと、当社グループは２０１８年度を初年度とする中期経営計画「Ｇ－ｓｈｉｆｔ ２０２

０」を推進しており、「熱と暮らし」「健康と暮らし」をキーワードに、グローバル市場で生活レベルの向上に寄

与することを目指しております。また、既存商品やサービスの提供だけでなく、自社のコア技術に新しい技術を取

り込み、応用発展させた独自の商品・サービスを創出、さらに縮小分野から成長分野へ経営資源をシフトするとと

もに、その最適配置を推し進め、「５つのグループ共通テーマ」と「３つのプロセス改革」を実行し、１０年後２

０年後を見据えた持続的な成長へと繋げてまいります。

 

＜５つのグループ共通テーマ＞

　①ブランディングの推進

　②長期ロードマップの策定と共有

　③事業領域の拡大

　④経営資源の最適配分

　⑤業務効率と経営の質的向上

 

＜３つのプロセス改革＞

　①商品企画プロセス

　②海外事業運営プロセス

　③ジャストインタイム生産プロセス

 

 

当社は、生産・販売体制を基礎とした６つの地域別セグメントを報告セグメントとしております。それぞれの事

業戦略は以下になります。

 

〈日本〉

日本国内は少子高齢化や人口減少が続き、今後、世帯数の減少も予測されております。ガスコンロやガス給湯機

器などの既存事業では、今後の成長は厳しくなることが予想されます。当社グループは、「健康と暮らし」をキー

ワードに、ガス衣類乾燥機や食器洗い乾燥機などの独自商品による市場拡大に努めるとともに、将来の成長基盤と

なる商品・サービスに向けた研究開発を推進、また既存商品においてもハイブリッド給湯・暖房システム「ＥＣＯ

ＯＮＥ（エコワン）」を中心とした環境・省エネ性に優れた給湯機器や入浴後も温かさが持続するマイクロバブル

バスユニットの普及に加え、コンロでの自動調理を可能にする「デリシアプリ」など、次世代情報技術を活用した

サービスの提供を推進し、よりお客様に選ばれるブランドを目指します。

 

〈アメリカ〉

給湯器の販売台数が年間９００万台にのぼるアメリカ市場では、その約９０%以上はタンクに湯を貯めて使用す

る貯湯式給湯器であります。当社グループの主力商品である瞬時にお湯を作るタンクレスガス給湯器は、湯切れの

心配もなく省エネ性能も高いため、貯湯式給湯器に比べ、利便性と環境性に優れた商品として現地での評価が高ま

り、市場の拡大が続いています。タンクレスガス給湯器の販売拡大を図る中、現地生産能力の強化を行い、さらな

る需要拡大に対応していきます。また給湯器市場以外にも当社グループの強みである流体制御技術や熱利用技術を

生かした高効率ガスコンビボイラーの販売拡大を進め、アメリカ市場でのさらなる成長を図ります。

 

〈オーストラリア〉
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天然資源が豊富なオーストラリアは、一次エネルギー消費の多くを石炭や天然ガスなどの化石燃料に依存してい

ますが、近年、地球温暖化防止に向けた取り組みとして、化石燃料から再生可能エネルギーへの利用拡大の動きが

見られます。当社グループは瞬間式ガス給湯器の販売に加え、オーストラリア現地での電気貯湯式給湯器の生産、

また家庭用ルームエアコンや業務用空調機器の販売を行うなど、多様なエネルギーの利用環境に対応した給湯機器

や空調機器を展開しています。当社グループは従来機器の省エネ性能を高めるとともに、電気式ヒートポンプ給湯

器などの再生可能エネルギーを利用した機器の拡充を図り、現地社会に最適なエネルギー機器の提供に努めます。

 

〈中国〉

社会インフラの拡大と所得水準の向上により、中国におけるガス機器市場は拡大が続き、多くのガス機器メー

カーが参入する市場となっています。当社グループはこれまで培ってきた制御技術により細やかな温度制御を実現

した給湯器やセンサー機能を搭載したガスコンロなど、独自の価値提供を通し現地競合メーカーとの差別化を図り

ます。また経済発展が進む３，４級都市への展開や、成長著しいインターネット市場での販売強化を通し、ガス機

器市場での優位性を高めます。

 

〈韓国〉

韓国経済は半導体産業を中心に中国への輸出依存度が高く、中国半導体産業の成長鈍化に伴い、韓国国内の景気

は停滞が続いています。住宅関連事業の内需も厳しい状況にあり、コンロ市場においては、電気コンロの伸長によ

り競合他社との価格競争は激化しています。当社グループは現地市場のニーズに対応した機器の開発や、内需影響

を受けにくい輸出品目の拡充などを通し経営の改善を進めます。

 

〈インドネシア〉

インドネシアでは２００６年から政府主導によるＬＰガス普及の国家プロジェクトが進められ、多くの家庭にガ

スコンロが普及しています。当社グループは日本で培った高品質のガスコンロの販売を続け、現地ガスコンロ市場

での高いシェア及びブランドを獲得しています。インドネシアの人口構成は若年層の割合が高く、経済発展による

所得水準の向上により市場の拡大が期待される住宅設備市場において、キッチン一体型のビルトインコンロやレン

ジフードなど高価格帯商品の拡充を進め、現地生活文化の向上に貢献していきます。

 

(4) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当社グループは、対処すべき事業上の課題として、「エネルギー消費量・ＣＯ²排出量削減」、「消費者安全・

品質向上」を掲げ、それぞれの課題解決に向けた取り組みを推進してまいります。

 

<エネルギー消費量・ＣＯ²排出量削減>

家庭におけるエネルギー消費は、先進国では給湯・空調・厨房分野で約６～７割を占めており、家庭から排出さ

れるＣＯ²の削減は当社グループの果たすべき役割として極めて大きいものと認識しております。省エネ技術を徹

底的に追求し、エネルギー消費量・ＣＯ²排出量の削減に努め「環境」への貢献を進めてまいります。

 

<消費者安全・品質向上>

「品質こそ我らが命」を原点思想とした事業への取り組みをもとに、お客様に安心して商品をお使いいただける

よう、商品のライフサイクルの全てのプロセスにおいて不良を出さない『ゼロディフェクト』を追求した改善活動

をグローバルに推進してまいります。

 

また当社グループは、対処すべき財務上の課題として、中長期的な視野で事業成長を継続し、健全でリスクに強

い財務基盤を構築することを基本方針としています。持続的な成長を促す将来への種まきとそれを支える経営資源

への投資、安定配当と配当性向の向上を目指す株主還元など、資本の最適配分を進めてまいります。

 

 

なお、新型コロナウイルス感染症の影響について、今後の当社グループの事業活動に関する不確実性が高まって

おります。しかしながら、当社グループの商品が生活必需品としての性格が強く、買替比率の高い商品構成である

ため、新型コロナウィルス感染症の影響による大幅な事業縮小などはないものと現時点では考えております。
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２【事業等のリスク】

有価証券報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、経営者が連結会社の財政状態、経営成

績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識している主要なリスクは、以下のとおり

であります。

なお、文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において当社グループが判断したものであります。

 

戦略・事業を遂行する上でのリスクについて、投資家の判断に重要な影響を及ぼす可能性があると考えられる主な

項目を以下に記載します。

当社グループでは、リスク管理委員会にて事業活動における様々なリスク項目を抽出して「影響度・発生頻度」に

て重要性を評価し「重要リスク一覧表」として明確化することからグループ内統制を図っております。また、項目毎

に責任担当部門も設定し、日常の維持・改善活動を推進しております。

 

１．市場の環境と状況

１）住設機器メーカーとしての市場リスク

当社グループが事業展開するガス機器を中心とした熱エネルギー機器市場について、国内は既に成熟化してお

り、数社が競合しております。更には、昨今の電力・ガス販売の自由化に伴うパートナーの変化及びインターネッ

ト直販の拡大等により流通は大きな変革期にあります。一方、海外市場は、当社グループ売上の５０％規模まで成

長し、今後は中国、アメリカの生産・販売拡大や中南米、アフリカ等への新規市場開拓も急務となっております。

このような国内外の状況を踏まえ、以下を事業全体のリスクとして認識しております。

 (1)新製品開発と販売戦略の不成功による、売上・利益の減少、投資の未回収

 (2)新規市場開拓の不成功、新規事業の不成功

上記リスクが顕在化した場合は、経営成績や財務状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

 

２）法規制・政策・制度等の変更によるリスク

当社グループは、世界各国で現地の法令・規制等の適用を受けかつ、政策に従い事業を遂行しておりますが、こ

れらが変更された場合や見解の相違があった場合及び、予測不能な新たな法令・規制が設けられた場合は、当社グ

ループの経営成績や財務状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

 

２．経営に関するリスク

１）製品及びサービス品質

当社グループは、「品質こそ我らが命」を原点思想として、ゼロディフェクト（不良0）を目標に「熱エネル

ギー機器」を提供しております。当社社員はその精神の元、各国毎の製品安全の規格を準拠して商品開発し、独自

の品質基準で製造・販売・サービス活動を行っています。しかしながら、不具合の発生等、以下を品質に係るリス

クとして認識しております。

 (1)重大事故や多発故障発生時のリコールによる費用損失

 (2)製品・部品の不具合点検と交換による損失

 (3)サービス、CS対応の不具合による社会的信用の失墜、ブランド価値の低下

上記リスクが顕在化した場合は、経営成績や財務状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

 

２）原材料及び部品の調達と物流

当社グループは、製品の生産において複数の取引先から原材料や部品を調達しています。各社とは密接な情報交

換と技術連携を行う中、安定的に調達できておりますが、以下を製造に係るリスクとして認識しております。

 (1)原材料価格（鉄鋼、銅、真鍮、アルミ）の高騰による製造原価の上昇、利益の減少

 (2)取引先の倒産や事故、能力不足による部品調達の遅延、当社主要ラインの停止

 (3)物流倉庫及びトラックの不足、海運船便の不足による費用アップ、利益減少

上記リスクが顕在化した場合は、経営成績や財務状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

 

３）知的財産権の侵害

当社グループは、商品の生産・販売面で重要と思われる地域において、商標・特許・意匠などを出願し、知的財

産権の保護に努めております。しかしながら、当社グループ各社の知的財産権を侵害する可能性のある第三者の商

品や類似商品を完全には排除できない状況にあり、以下を知的財産に係るリスクとして認識しております。

 (1)第三者によるコピー商品や類似品の生産販売により売上減少、ブランド価値の低下

 (2)第三者から知的財産権の侵害を追及され裁判敗訴による損害賠償、商品の販売停止

上記リスクが顕在化した場合は、経営成績や財務状態に悪影響を及ぼす可能性があります。

 

３．人材に関するリスク

１）人材の確保・育成

当社グループは、メーカーとしての企業間競争を勝ち抜くために、新商品を創造する専門技術に精通したエンジ

ニア人材及び、組織運営や経営戦略を企画推進するマネジメント人材の確保・育成を着実に行う必要があります。

また、少子高齢化が更に進む将来を鑑み、以下を人材に係るリスクと認識し、中長期を見据えた計画的な採用と育

成を行っております。
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 (1)優秀なエンジニアの確保及び育成計画未達成による新製品開発力の減退

 (2)優秀なマネジメント人材の確保及び育成計画未達成による事業の縮小

 (3)製造・営業・サービスにおける従業員の絶対数不足による需給計画の未達成

当社グループは、上記リスクが顕在化した場合は、事業展開、業績成長見通しにおいて悪影響を及ぼす可能性が

あります。
 
２）コンプライアンス

当社グループは、コンプライアンスを「社員の行動規範」の最上に位置付け、「倫理綱領」にまとめ社員に配布

し、教育および定期的な唱和による意識定着を図っております。そして、以下のリスクの存在を認識し、職場教育

の徹底と社風の醸成を推進しております。

 (1)カルテル（独禁法違反）による課徴金、下請法違反による違反金

 (2)輸出管理（外為法）違反による罰金と輸出業務の停止

 (3)社員の犯罪や道路交通法違反による社名公開と社会的信用の失墜

当社グループは、これらの「法令及び企業倫理や社会的規範に反する行動等」が発生した場合には、対応に要す

る直接的費用にとどまらず社会的信用の失墜から、経営成績や財務状態に悪影響を与える可能性があります。
 

４．海外事業展開に関するリスク

当社グループは、アジア・北米・オセアニア等に、子会社を保有しておりますが、これら海外市場への事業進出

には、以下のリスクが存在していることを認識しております。

 (1)政策、法令、規則、税制の一方的な変更による、操業停止、移転、事業縮小、損失

 (2)テロ・戦争・紛争などの要因での社会的混乱による操業停止(撤退)、事業縮小

 (3)出向者及び家族の病気、誘拐、事故事件、風土病感染による救済費用、風評被害

 (4)社会的共通資本（インフラ）の未整備による機会損失、損害

上記リスクが顕在化した場合は、将来展開や経営成績に悪影響を及ぼす可能性があります。
 

５．為替の変動に関するリスク

当社グループは、連結で海外の売上高が50%程度を占有しておりますが、売上・費用・資産・負債の項目は円換

算されており、現地通貨の価値変動以上に換算時の為替レートが影響を受ける可能性があります。また、一般に他

の通貨に対する円高（特に当社グループの売上の重要部分を占めるUSドル、人民元に対する円高）は、当社グルー

プの経営成績や財政状態に悪影響を及ぼします。よって、以下を為替の変動リスクとして認識しております。

 (1)予想を超える為替変動による利益の減少

 (2)海外子会社の円通貨換算の影響による利益の減少

当社グループは、将来の為替相場変動リスクの回避を目的として、通常の営業過程における輸出入取引に係る為

替変動リスクに対して、為替予約によるリスクヘッジも行っておりますが、完全に回避できる保証はなく、経営成

績や財務状態に悪影響を及ぼす可能性があります。
 

６．ＩＴに関するリスク

当社グループは、効率的な業務遂行のため ITシステムを利用しておりますが、システムの高度化・複雑化に

よって利便性が向上する一方で、以下をＩＴに係るリスクとして認識しております。

 (1)個人情報（お客様、従業員）の漏洩による補償及び訴訟

 (2)社外秘情報の漏洩による事業への損害、社会的信頼性の失墜と取引額縮小

 (3)サイバー攻撃、ハッカー、ウイルスによるシステム破壊や情報漏洩による損失

 (4)システム障害による業務の停止及び需給納期の未達成

当社グループはこのようなリスクに対して専門部門（情報セキュリティ対策室）を設けて、ハード面ではサイ

バー攻撃に備えた対策の実施、ソフト面では通信の監視、社内規程充実や社内教育などのリスク回避策を講じてお

りますが、上記のリスクが顕在化した場合は、経営成績や財務状態に悪影響を与える可能性があります。
 

７．自然災害、事故等によるリスク

当社グループは、地震・風水害等の自然災害、火災爆発等の事故を以下の様にリスクとして位置付け、ＢＣＰや

災害・事故発生時対応規程、社員の安否確認システム構築などを準備しています。

 (1)大規模自然災害による事業所機能の停止、サプライチェーンの分断

 (2)火災爆発による事業所閉鎖、生産及び出荷の遅延

上記リスクが顕在化した場合は、直接的な復旧費用にとどまらず社会的信用の失墜から、経営成績や財務状態に

悪影響を与える可能性があります。
 

８．感染症に関するリスク

当社グループは、新型コロナウイルス感染症などの重大な感染症が流行した場合、生産・販売活動が停止するこ

ととなり、経営成績や財務状態に悪影響を及ぼす可能性があります。当社は以下を感染症リスクとして認識してい

ます。

 (1)感染症の蔓延により、自社製品の生産・販売活動の停止による売上減少

 (2)パンデミックによる世界的景気後退の影響により当社製品の販売減少

 (3)同影響による得意先・仕入先の休業や倒産により生産数や売上の減少

当社グループは、このような事態を回避すべく早期の対策本部設置により社内統制を図るとともに国や自治体の

方針・政策等に従って対応を強く進めます。
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３【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

(1）経営成績等の状況の概要

当連結会計年度における当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）の財政状態、経営成績及び

キャッシュ・フロー（以下「経営成績等」という。）の状況の概要は次のとおりであります。

①財政状態及び経営成績の状況

当連結会計年度における世界経済は、米国では緩やかに景気が回復しているものの、欧州や中国での経済成長の

鈍化や米中間の通商問題に加え、期末にかけての新型コロナウイルス感染症拡大に伴う経済活動の抑制により、停

滞感が強まりました。また国内経済においては、企業収益や雇用情勢が改善するなど緩やかな回復基調が続きまし

たが、消費税増税以降、製造業を中心に弱含みとなり、またさらに感染症の影響が広範囲に及び、先行きは極めて

不透明な状況が続いています。

国内の住宅関連業界は、新設住宅着工戸数において賃貸住宅に加え持家も緩やかな減少となり、消費税増税以

降、住宅設備機器には一部、価格競争による販売価格の低下傾向が見られます。

このような状況のもと、当社グループは中期経営計画「Ｇ－ｓｈｉｆｔ ２０２０」の２年目にあたり、「熱と

暮らし」「健康と暮らし」をキーワードに、グローバル市場で生活レベルの向上に寄与していくため、既存商品や

サービスの提供だけでなく、国内においては入浴後も温かさが持続するマイクロバブルバスユニットや、海外では

給湯性能を高めたコンビネーションボイラーなど、自社のコア技術に新しい技術を取り込んだ独自の商品・サービ

スの創出を進めて参りました。販売面につきましては、韓国や中国などで前年を下回りましたが、損益面は、国内

における増収効果や原価低減活動により収益は改善し、アメリカでのタンクレス給湯器の好調な販売により営業利

益は増益となりました。

この結果、当連結会計年度の経営成績は、売上高3,404億60百万円（前期比2.2％減）、営業利益344億22百万円

（前期比11.5％増）、経常利益356億79百万円（前期比7.1％増）、親会社株主に帰属する当期純利益は215億61百

万円（前期比5.3％増）となりました。

 

セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

日本は、売上高1,810億72百万円（前期比0.1％増）、営業利益207億３百万円（前期比19.0％増）となりまし

た。

アメリカは、売上高331億33百万円（前期比9.0％増）、営業利益19億39百万円（前期比30.0％増）となりまし

た。

オーストラリアは、売上高236億52百万円（前期比5.1％減）、営業利益は３億92百万円（前期比74.0％減）とな

りました。

中国は、売上高442億26百万円（前期比3.9％減）、営業利益は64億10百万円（前期比28.5％増）となりました。

韓国は、売上高276億95百万円（前期比16.0％減）、営業損失は17百万円となりました。

インドネシアは、売上高106億99百万円（前期比11.8％減）、営業利益は16億円（前期比5.1％減）となりまし

た。

 

（注）売上高についてはセグメント間の取引を相殺消去した数値によっております。

 

②キャッシュ・フローの状況

　キャッシュ・フローの状況について、当連結会計年度末における現金及び現金同等物は（以下「資金」とい

う。）は、前連結会計年度末に比べて240億５百万円増加し、1,401億38百万円（前期比20.7％増）となりました。

　当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次の通りであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　主に営業利益の確保による資金の増加、法人税等の支払による資金の減少等の結果、営業活動によって得られた

資金は376億94百万円（前期比27.9％増）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　主に有形固定資産の取得による支出等により、投資活動の結果支出した資金は71億24百万円（前期比2.3％減）

となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　主に配当金の支払い等により、財務活動の結果支出した資金は64億36百万円（前期比4.7％増）となりました。
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③生産、受注及び販売の実績

a．生産実績

　当連結会計年度の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当連結会計年度

（自　2019年４月１日

至　2020年３月31日）

前年同期比（％）

日本                 （百万円） 196,099 97.2

アメリカ             （百万円） 5,409 274.4

オーストラリア       （百万円） 7,118 88.1

中国                 （百万円） 34,619 92.1

韓国                 （百万円） 25,378 83.6

インドネシア         （百万円） 9,984 85.3

　報告セグメント計   （百万円） 278,609 95.6

その他               （百万円） 13,705 92.1

           計        （百万円） 292,315 95.4

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含んでおりません。

 

b．商品仕入実績

　当連結会計年度の商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当連結会計年度

（自　2019年４月１日

至　2020年３月31日）

前年同期比（％）

日本                 （百万円） 20,306 107.8

アメリカ             （百万円） 1,380 115.1

オーストラリア       （百万円） 7,395 114.2

中国                 （百万円） 4,901 138.4

韓国                 （百万円） 1,129 97.0

インドネシア         （百万円） 1,273 113.4

　報告セグメント計   （百万円） 36,386 112.5

その他               （百万円） 2,559 102.5

           計        （百万円） 38,946 111.8

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含んでおりません。

 

c．受注実績

　当社グループは受注見込による生産方式をとっておりますので、該当事項はありません。

d．販売実績

　当連結会計年度の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称

当連結会計年度

（自　2019年４月１日

至　2020年３月31日）

前年同期比（％）

日本                 （百万円） 181,072 100.1

アメリカ             （百万円） 33,133 109.0

オーストラリア       （百万円） 23,652 94.9

中国                 （百万円） 44,226 96.1

韓国                 （百万円） 27,695 84.0

インドネシア         （百万円） 10,699 88.2

　報告セグメント計   （百万円） 320,481 97.9

その他               （百万円） 19,979 96.1

           計        （百万円） 340,460 97.8

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

２．上記の金額には、消費税等は含んでおりません。
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(2）経営者の視点による経営成績等の状況に関する分析・検討内容

経営者の視点による当社グループの経営成績等の状況に関する認識及び分析・検討内容は次のとおりでありま

す。

なお、文中の将来に関する事項は、当連結会計年度末現在において判断したものであります。

 

①財政状態及び経営成績の状況に関する認識及び分析・検討内容

　当社グループは当連結会計年度を２年目とする中期経営計画「Ｇ－ｓｈｉｆｔ ２０２０」を推進しておりま

す。計画遂行の達成状況を判断するための客観的な指標として、連結売上高営業利益率１０％および連結ＲＯＥ１

０％を超える水準の維持を目標としております。

　当連結会計年度においては、国内における増収効果や原価低減活動により収益が改善したことなどにより、連結

売上高営業利益率は10.1％（前期比+1.2ポイント）となり目標値を上回りました。連結ＲＯＥは7.0％（前期比±0

ポイント）となりました。引き続き、グループ全体の連携を図り収益性と資本効率を高め、当該指標の改善に邁進

してまいります。

 

　なお、新型コロナウイルス感染症の影響について、今後の当社グループの事業活動に関する不確実性が高まって

おります。しかしながら、当社グループの商品が生活必需品としての性格が強く、買替比率の高い商品構成である

ため、新型コロナウィルス感染症の影響による大幅な事業縮小などはないものと現時点では考えております。

 

ａ．財政状態

（資産合計）

　当連結会計年度末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ196億1百万円増加し4,504億86百万円（前連結会計

年度末は4,308億85百万円）となりました。

　流動資産は、2,947億13百万円（前連結会計年度末は2,808億91百万円）となりました。これは主に、営業利益

の確保による資金の増加により、現金及び預金が268億26百万円増加したことによるものであります。

　固定資産は、1,557億73百万円（前連結会計年度末は1,499億93百万円）となりました。これは主に、取得等に

より投資有価証券が39億53百万円増加したことによるものであります。

（負債合計）

　当連結会計年度末の負債合計は、支払手形及び買掛金が減少したこと等により、前連結会計年度末に比べて6

億61百万円減少し1,095億27百万円（前連結会計年度末は1,101億88百万円）となりました。

（純資産合計）

　当連結会計年度末の純資産合計は、当期純利益の計上により、前連結会計年度末に比べて202億62百万円増加

の3,409億59百万円（前連結会計年度末は3,206億96百万円）となり、自己資本比率は70.1％となりました。

 

ｂ．経営成績

（売上高）

　売上高は、韓国や中国などで前年を下回り、前連結会計年度に比べ2.2％減の3,404億60百万円となりました。

（売上原価、販売費及び一般管理費）

　売上原価は、国内における原価低減活動により、前連結会計年度に比べ3.4％減の2,278億85百万円となりまし

た。販売費及び一般管理費は、海外で広告宣伝費が減少したことなどによって、前連結会計年度に比べ3.8％減

の781億53百万円となりました。

（親会社株主に帰属する当期純利益）

　親会社株主に帰属する当期純利益は、営業利益の増加などによって、前連結会計年度に比べ5.3％増の215億61

百万円となりました。

 

ｃ．セグメントごとの財政状態及び経営成績の状況に関する認識及び分析・検討内容

〈日本〉

　消費税引き上げに伴う駆け込み需要以降、主力商品であるふろ給湯器やビルトインコンロの一部に反動減があ

りましたが、ガス衣類乾燥機や中高級帯のビルトインコンロが伸長し、また継続した原価低減活動による収益改

善により、日本の売上高は1,810億72百万円（前期比0.1％増）、営業利益は207億3百万円（前期比19.0％増）と

なりました。

　セグメント資産は、主に営業利益の確保により現金及び預金が増加したことなどによって、前連結会計年度末

に比べ112億31百万円増加し、3,343億69百万円となりました。

〈アメリカ〉

　利便性の高いタンクレスガス給湯器の販売が拡大していることに加え、ハイグレードの商品となる高効率給湯

器の構成比が高くなっていることにより、アメリカの売上高は331億33百万円（前期比9.0％増）、営業利益は19

億39百万円（前期比30.0％増）となりました。

　セグメント資産は、主にたな卸資産が増加したことなどによって、前連結会計年度末に比べ20億36百万円増加

し、161億62百万円となりました。
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〈オーストラリア〉

　主力商品となるタンクレスガス給湯器の販売好調に加え、貯湯式給湯器やルームエアコンなどの電気機器の販

売が順調であったものの、為替の影響によりオーストラリアの売上高は236億52百万円（前期比5.1％減）となり

ました。また、現地通貨安による仕入コストの上昇により、営業利益は3億92百万円（前期比74.0％減）となり

ました。

　セグメント資産は、主に有形固定資産が増加したことなどによって、前連結会計年度末に比べ3億5百万円増加

し、215億58百万円となりました。

〈中国〉

　農村部におけるボイラー需要の大幅な減少により中国の売上高は442億26百万円（前期比3.9％減）となりまし

たが、インターネット販売を中心に主力商品である給湯器の販売が増加、また当連結会計年度より広州林内燃具

電器有限公司を連結子会社としたことにより、営業利益は64億10百万円（前期比28.5％増）となりました。

　セグメント資産は、主に当連結会計年度より広州林内燃具電器有限公司を連結子会社としたことなどによっ

て、前連結会計年度末に比べ73億22百万円増加し、425億35百万円となりました。

〈韓国〉

　景気低迷による市場の縮小や他社の安価攻勢により主力商品であるガスコンロやボイラーの販売が減少し、韓

国の売上高は276億95百万円（前期比16.0％減）、営業損失は17百万円となりました。

　セグメント資産は、主に営業活動により現金及び預金が減少したことなどによって、前連結会計年度末に比べ

23億64百万円減少し、177億62百万円となりました。

〈インドネシア〉

　高価格帯のビルトインコンロやレンジフードの販売は回復傾向にあるものの、主力商品であるテーブルコンロ

において市場の動きに力強さがなく、インドネシアの売上高は106億99百万円（前期比11.8％減）、営業利益は

16億円（前期比5.1％減）となりました。

　セグメント資産は、主に営業利益の確保により現金及び預金が増加したことなどによって、前連結会計年度末

に比べ5億66百万円増加し、125億14百万円となりました。

 

②キャッシュ・フローの状況の分析・検討内容並びに資本の財源及び資金の流動性に係る情報

　当連結会計年度のキャッシュ・フローの状況の分析につきましては、主に営業利益の確保により、営業活動に

よって376億94百万円の現金及び現金同等物（以下「資金」という。）を獲得した一方で、投資活動において

は、営業拠点、工場など成長分野への積極的な設備投資を推進したことなどによって71億24百万円、また、財務

活動においては、継続的な増配による株主還元を実施したことなどによって64億36百万円の資金をそれぞれ支出

しました。これらの結果、当連結会計年度末における資金は、前連結会計年度に比べて240億5百万円増加し、

1,401億38百万円となり、「リスクに強い財務基盤の強化」及び「成長投資の為の下地作り」を順調に進めるこ

とができました。また、今後の資本政策の方向性として、財務管理機能の強化を推進し、新規事業やＭ＆Ａなど

への先行投資、及びアメリカ、中国の工場増築、国内では新物流センターなどへの設備投資を拡大し、「未来へ

の種蒔き」と「株主還元」のバランスコントロールを図ってまいります。

　当社グループの資本の財源及び資金の流動性については、運転資金需要のうち主なものは、原材料や部品の購

入費用のほか、製造費、販売費及び一般管理費等の営業費用であります。投資を目的とした資金需要は主に設備

投資等によるものであります。

　当社グループは、事業運営上必要な流動性と資金の源泉を安定的に確保することを基本方針としております。

　短期運転資金、設備投資及び長期運転資金について、営業キャッシュ・フローを源泉とする自己資金を基本と

しております。

　なお、当連結会計年度末における借入金及びリース債務を含む有利子負債の残高は17億73百万円となっており

ます。

 

③重要な会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　当社グループの連結財務諸表は、わが国において一般に公正妥当と認められている会計基準に基づき作成され

ております。

　連結財務諸表の作成に際し、決算日における資産・負債の数値ならびに当連結会計年度における収益・費用の

数値に影響を与える見積り及び仮定の設定を行っております。実際の結果は、見積り特有の不確実性があるた

め、見積りと異なる場合があります。

　なお、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う当連結会計年度の会計上の見積りについては、「第５　経理の

状況　１　連結財務諸表等　（１）連結財務諸表　注記事項　（追加情報）」に記載のとおりであります。

　当社グループの重要な会計方針は、「第５　経理の状況　１　連結財務諸表等　（１）連結財務諸表　注記事

項　（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）」に記載のとおりでありますが、特に製品保証引当

金、退職給付に係る会計処理及び繰延税金資産に関する見積り及び判断が連結財務諸表の作成に重要な影響を及

ぼすと考えております。

 

ａ．製品保証引当金

当社及び一部の連結子会社は、製品の無償修理費用の支出に備えるため、製品保証引当金として製品に関す

る保証費発生見積額を計上しております。当該会社の保証費発生見積額は、過去の発生実績率に基づいて計算
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した額を計上しておりますが、実際の発生実績率又は製品保証費用が見積りと異なる場合、引当金の追加計上

が必要になる可能性があります。

 

ｂ．退職給付費用及び債務

当社グループは、従業員の退職給付費用及び債務を算出するにあたって、数理計算上で設定した基礎率（割

引率、昇給率、退職率、死亡率、期待運用収益率等）は、統計数値等により合理的な見積りに基づいて採用し

ておりますが、実際の結果が前提条件と異なる場合があり、計上される退職給付費用及び退職給付債務に影響

を及ぼします。

 

ｃ．繰延税金資産の回収可能性

当社グループは、課税所得の将来の見積額や一時差異等のスケジューリングの結果に基づき繰延税金資産を

計上しております。今後、経営環境の悪化等により課税所得の見積りを減額された場合等には繰延税金資産を

取り崩す必要が生じ、当社グループの業績及び財務状態に影響を及ぼす可能性があります。

 

 

４【経営上の重要な契約等】

該当ありません。
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５【研究開発活動】

　当社グループの研究開発は、「熱とくらし」「健康とくらし」をテーマとし、安全・安心で健康かつ快適な生活

を社会に提供することを目的としております。

　そのため、電子・制御技術、ガス、燃焼及び流体制御技術、センサー技術、通信技術を核として、誰もが安心して

お使い頂けるよう、また、健全なくらし方を提案できるよう、商品の安全高度化を進めながら、省エネや省資源・リ

サイクル等を追求した付加価値の高い環境配慮型熱機器の研究開発を進めております。

　現在の研究開発は、当社の開発本部および生産技術部において給湯、厨房、空調の各分野を中心に推進しておりま

す。

　当連結会計年度における研究開発費の総額は9,308百万円であります。なお、日本セグメントの研究開発の比率が

高いため、日本セグメントにおける各機器部門別の研究の目的、主要課題、研究成果等を中心に記載しております。

 

（給湯機器関係）

　家庭用ガス給湯器の分野では、業界最軽量かつ、時代に応えたデザインのふろ給湯器を発売するとともに、スマー

トフォンなどからの操作対応やヒートショック対策につながる機能を搭載した普及タイプのリモコンを発売しまし

た。

　新たな技術開発として、白濁量を従来の約２倍とし「日常の入浴を非日常の感動体験」へと高める「Micro Bubble

Bath Unit（マイクロバブルバスユニット）」を開発。また、普及促進のため、ふろ給湯器に内蔵したタイプも同時

に開発しました。

　ハイブリッド給湯器の分野では、新たに定義されたエコーネットライトのハイブリッド給湯器クラスに対応するリ

モコンを発売し、2020年度から省エネ住宅(ZEH+やZEH+R)の補助金対象になりました。

　また、産学共同で太陽光発電電力の自家消費に対する有効性を検証し、ハイブリッド給湯器の拡販に努めておりま

す。

　海外向け温水分野では、北米市場向けに開発した超低NOx高効率給湯器の販売が順調に伸長し好評を得ておりま

す。また、優れた給湯性能を備えた高効率ガスコンビボイラー(給湯暖房機)も北米市場に投入後、中国市場へも投入

し事業拡大を図っております。

 

（厨房機器関係）

　ビルトインコンロの分野では、フラッグシップモデル「DELICIA（デリシア）」３Ｖタイプを発売いたしました。

トッププレート中央に火加減の視認性に優れたコンロ火力インジケーターを配置するなど、デザイン性、機能性を向

上しました。同時に今回の新「デリシア」のコンロ部とグリル部の両方で使える「ザ・ココット」を開発しました。

これを使って、無水調理などの豊富なレシピを簡単にオート調理ができます。またインターネット販売専用コンロと

して、自由にパーツの色を組み合わせてオーダーできる両面焼グリル付ビルトインコンロ「ILO（イーロ）」を発売

いたしました。60通りの組み合わせで、消費者の好みに合わせた商品をお届けできます。

　テーブルコンロの分野では、スタンダードタイプの３機種をモデルチェンジしました。消し忘れの防止や調理時間

の目安となるおしらせ機能や、鍋を載せた際の安定感が向上するワイドごとくを搭載し、安全安心機能を充実しまし

た。

　高いデザイン性で上質感や高級感を極限まで追求した商品「G:（ジー）」ラインシリーズにドミノ式IHクッキング

ヒーターをラインナップに加えました。ドミノ式ビルトインコンロG-LINEシリーズは、そのデザイン性が評価され、

世界的に権威のある国際的なデザイン賞「レッドドット・デザイン賞2020」を受賞しました。

　食器洗い乾燥機の分野では、深型スライドオープンタイプの取り換えタイプを発売しました。買換えの際に食器の

入れやすさを期待する声が多いことから、いろいろな食器を入れたい人向けの「おかってカゴ」とたくさん洗いたい

人向けの「ぎっしりカゴ」を選んでいただけます。

 

（空調機器関係）

　ガス衣類乾燥機の分野は、近年、医療・介護施設や、ホテル、旅館、理・美容院など業務用途での需要も増えてき

ており、外干し不要で短時間で乾燥できるガス衣類乾燥機への期待が高まっています。その中で、今期、お掃除回数

が少なくなるセルフクリーニングフィルターを搭載した業務用ガス衣類乾燥機を発売しました。

　暖房機の分野では、床面積が広いリビングダイニングでの使用ニーズに応えるため、寒いお部屋をすばやく暖める

速暖機能を搭載したガスファンヒーター「A-Style（エースタイル）」をモデルチェンジしました。

 

　なお、当連結会計年度の特許出願件数は203件、登録件数は170件、2020年3月31日現在の特許権所有件数は2,300件

であります。
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第３【設備の状況】

１【設備投資等の概要】

　当社グループでは、変化の激しい経済環境にも柔軟に対応できる中長期的な経営計画を策定し企業経営を推進して

おり、当連結会計年度においては設備投資額は10,580百万円となりました。原価低減・品質向上のための機械装置の

更新及び合理化投資として3,365百万円、主に各種金型を含む工具、器具及び備品投資として3,796百万円等を行って

おります。

　セグメントにおいては主に、日本では7,295百万円、アメリカでは807百万円及び中国では786百万円の有形固定資

産への設備投資を行っております。

　なお、当連結会計年度において重要な設備の除却、売却等はありません。

２【主要な設備の状況】

(1）提出会社

2020年３月31日現在
 

事業所名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の内容

帳簿価額

従業員
数(人)

建物及び
構築物
(百万円)

機械装置
及び
運搬具
(百万円)

土地
(百万円)
(面積㎡)

工具、器具
及び備品
(百万円)

リース
資産

(百万円)

合計
(百万円)

本社

(名古屋市中川区)
日本 管理事務施設 1,141 1

1,151

(4,536)
135 8 2,437

281

[18]

大口工場

(愛知県丹羽郡大口町

他)　(注)２

日本 厨房機器生産設備 3,139 1,038
1,601

(87,940)
218 0 5,998

622

[95]

瀬戸工場

(愛知県瀬戸市)
日本 給湯機器生産設備 2,039 1,686

316

(42,649)
202 0 4,244

528

[72]

暁工場

(愛知県瀬戸市)
日本

給湯・空調機器

生産設備
4,925 2,067

825

(48,309)
100 0 7,919

281

[47]

技術センター

(愛知県丹羽郡大口町)

(注)２

日本 研究開発設備 903 50

大口工場に

含む

(-)

113 10 1,077
463

[11]

生産技術センター

(愛知県小牧市)

(注)２

日本 生産技術設備 540 102

大口工場に

含む

(-)

16 - 659
170

[7]

関東支社他国内販売事

業所
日本 販売事務施設 4,975 71

5,187

(21,840)
97 81 10,413

1,150

[59]

各工場及び外注工場

(注)３
日本 金型 - -

-

(-)
1,013 - 1,013 -
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(2）国内子会社

2020年３月31日現在
 

会社名
事業所名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の内容

帳簿価額

従業員
数(人)

建物及び
構築物
(百万円)

機械装置
及び
運搬具
(百万円)

土地
(百万円)
(面積㎡)

工具、器
具及び備

品
(百万円)

リース
資産

(百万円)

合計
(百万円)

㈱ガスター

本社、工場他

(神奈川県大和市

他)

日本
ガス機器生産

設備等
1,354 210

2,734

(33,291)
62 57 4,419

356

[80]

リンナイ精機㈱

(注)４

本社、２工場

(愛知県小牧市他)
日本

ガス機器部品

生産設備等
738 1,608

1,202

(29,549)
47 2 3,598

315

[182]

アール・ビー・

コントロールズ

㈱

本社、２工場

(石川県金沢市他)
日本

電子制御機器

生産設備等
761 579

1,444

(31,737)
104 0 2,890

473

[136]

㈱柳澤製作所
本社、工場

(大阪府門真市)
日本

ガス機器生産

設備等
1,037 458

692

(27,471)
12 0 2,200

168

[96]

リンナイテクニ

カ㈱

本社、工場

(静岡県掛川市)
日本

ガス機器生産

設備等
974 632

230

(37,740)
35 - 1,872

269

[205]

能登テック㈱

本社、工場

(石川県鹿島郡中

能登町)

日本
ガス機器部品

生産設備等
416 337

217

(23,152)
8 - 979

127

[21]

アール・ティ・

エンジニアリン

グ㈱

本社、工場

(愛知県豊田市)
日本

ガス機器部品

生産設備等
210 597

84

(10,043)
15 0 909

80

[14]

ジャパンセラ

ミックス㈱

本社、工場

(岐阜県可児市)
日本

ガス機器部品

生産設備等
123 138

102

(6,657)
1 4 370

52

[10]

 

(3）在外子会社

2020年３月31日現在
 

会社名
事業所名
(所在地)

セグメント
の名称

設備の内容

帳簿価額

従業員
数(人)

建物及び
構築物
(百万円)

機械装置
及び
運搬具
(百万円)

土地
(百万円)
(面積㎡)

工具、器
具及び備

品
(百万円)

リース
資産

(百万円)

合計
(百万円)

リンナイコリア

㈱

本社、３工場、販

売事業所他(大韓

民国仁川広域市

他)

韓国

ガス機器生産

設備

販売施設等

1,367 795
3,791

(54,073)
796 355 7,107

828

[57]

上海林内有限公

司

本社、工場他

(中国上海市他)
中国

ガス機器生産

設備等
3,773 2,096

-

(-)
497 1,392 7,759

833

[-]

リンナイオース

トラリア㈱他

本社、工場、販売

事業所他（オース

トラリアビクトリ

ア州他)

オーストラ

リア

ガス機器生産

設備

管理・販売事

務施設等

2,081 1,685
1,478

(137,383)
312 388 5,946

498

[54]

リンナイインド

ネシア㈱

本社、２工場（イ

ンドネシアジャカ

ルタ市他）

インドネシ

ア

ガス機器生産

設備等
767 1,443

-

(-)
45 718 2,975

686

[1,328]

リンナイアメリ

カ㈱

本社、販売事業所

他(アメリカ合衆

国ジョージア州

ピーチツリー市

他)

アメリカ

ガス機器生産

設備等

管理・販売事

務施設

1,335 241
161

(272,410)
508 - 2,246

316

[-]

リンナイニュー

ジーランド㈱

本社、工場

(ニュージーラン

ドオークランド

市)

その他
ガス機器生産

設備等
196 38

260

(26,573)
29 26 550

112

[3]

リンナイタイ㈱

本社、工場（タイ

サムトプラカン

県）

その他
ガス機器生産

設備等
199 197

251

(25,340)
11 - 659

442

[25]

台湾林内工業股

份有限公司

本社、工場他

(台湾桃園市他)
その他

ガス機器生産

設備等
457 396

50

(21,235)
109 185 1,199

416

[25]

リンナイブラジ

ルヒーティング

テクノロジー㈲

本社、工場、販売

事業所他(ブラジ

ルモジ市）

その他

ガス機器生産

設備

販売施設等

521 98
4

(43.946)
127 9 761

188

[14]
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　（注）１．帳簿価額に建設仮勘定は含まれておりません。

２．提出会社の大口工場内には、技術センター及び生産技術センターにおいて使用している土地を含んでおりま

す。

３．提出会社の工具、器具及び備品のうち金型1,013百万円については、工場間移動および外注工場への移動が

頻繁であり事業所別記載が困難なため事業所名欄の「各工場及び外注工場」へ一括記載しております。

４. リンナイ精機㈱の設備のうち本社工場の建物及び構築物481百万円、土地1,025百万円(面積19,208㎡)は提出

会社より賃借しているものであります。

５．従業員数の［　］は、臨時従業員を外書しております。

６．決算日が連結決算日と異なる会社については、直近の決算日現在の状況を記載しております。

３【設備の新設、除却等の計画】

　当社グループの設備投資については、販売動向、投資効率等を総合的に勘案して策定しております。

　設備計画は原則的に連結会社各社が個別に策定しておりますが、計画策定に当たっては中・長期計画を見据え提出

　会社を中心に調整を図っております。

　当連結会計年度末現在における重要な設備の新設、更新計画は次のとおりであります。

 

会社名
事業所名
（所在地）

セグメントの
名称

設備の内容

投資予定金額
資金調達
方法

着手及び完了予定
完成後の増加
能力総額

（百万円）
既支払額
（百万円）

着手 完了

当社大口工場他
（愛知県丹羽郡大
口町他）

日本 金型 2,670 0 自己資金 2020年３月 2021年３月 （注）１

当社大口工場他
（愛知県丹羽郡大
口町他）

日本 機械、器具等 1,359 2 自己資金 2020年３月 2021年３月 （注）１

当社大口工場他
（愛知県丹羽郡大
口町他）

日本 建物、構築物 128 － 自己資金 2020年４月 2021年３月 （注）１

当社関東支社他
（東京都品川区
他）

日本
土地、建物、
構築物

1,969 － 自己資金 2020年４月 2021年３月
物流・販売拠点
の拡充とサービ
スの向上

当社大口工場
（愛知県丹羽郡大
口町）

日本
土地、建物、
機械及び器具
等

5,369 3,835 自己資金 2016年２月 2022年１月
製造拠点の再編
強化による増
設、更新

アール・ビー・コ
ントロールズ㈱他
（石川県金沢市
他）国内子会社

日本
建物、金型、
機械及び器具
等

3,272 335 自己資金 2020年３月 2021年３月 （注）１

上海林内有限公司
他（中華人民共和
国上海市他）在外
子会社

アメリカ、
オーストラリ
ア、中国、韓
国、インドネ
シア及びその

他

土地、建物、
金型、機械及
び器具等

8,955 1,170 自己資金 2020年３月 2021年３月 （注）１

リンナイアメリカ
㈱（アメリカ合衆
国ジョージア州
ピーチツリー市）

アメリカ
建物、構築
物、機械及び
器具等

6,880 － 自己資金 2020年５月 2021年11月
製造拠点の構
築、強化

（注）１．完成後の増加能力は、生産品目が多岐にわたっており合理的に算出することが困難なため、記載を省略

しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

 

②【発行済株式】

種類
事業年度末現在発行数

（株）
（2020年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年６月26日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 51,616,463 51,616,463

東京証券取引所

（市場第一部）

名古屋証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 51,616,463 51,616,463 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

③【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

2017年８月25日

（注）
△600,000 51,616,463 － 6,459 － 8,719

　（注）　自己株式の消却による減少であります。

 

（５）【所有者別状況】

       2020年３月31日現在

区分

株式の状況（１単元の株式数100株）
単元未満株
式の状況
　（株）

政府及び地
方公共団体

金融機関
金融商品取
引業者

その他の法
人

外国法人等
個人その他 計

個人以外 個人

株主数（人） － 56 27 223 508 2 2,553 3,369 －

所有株式数

（単元）
－ 117,011 5,062 139,496 177,550 18 76,429 515,566 59,863

所有株式数の

割合（％）
－ 22.69 0.98 27.05 34.43 0.00 14.82 100.00 －

　（注）１．当社名義の自己株式は、217,646株でありますが、このうち2,176単元（217,600株）は「個人その他」の欄

に、46株は「単元未満株式の状況」の欄に、それぞれ含めて記載しております。

２．証券保管振替機構名義の株式は440株でありますが、このうち4単元（400株）は「その他の法人」の欄に、

40株は「単元未満株式の状況」の欄に、それぞれ含めて記載しております。
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（６）【大株主の状況】

  2020年３月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

内藤株式会社 名古屋市昭和区御器所通二丁目24番地３ 6,215 12.09

株式会社好兼商事 名古屋市昭和区長池町三丁目19番地 3,502 6.81

日本マスタートラスト信託銀行株式

会社（信託口）
東京都港区浜松町二丁目11番３号 2,962 5.76

林　謙治 名古屋市昭和区 2,454 4.77

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 2,097 4.08

ＭＩＳＡＫＩ　ＥＮＧＡＧＥＭＥＮ

Ｔ　ＭＡＳＴＥＲ　ＦＵＮＤ

（常任代理人　香港上海銀行東京支

店　カストディ業務部）

190 ELGIN AVENUE, GEORGE TOWN, GRAND

CAYMAN, KY 1-9005, CAYMAN ISLANDS

（東京都中央区日本橋三丁目11番1号）

1,867 3.63

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口９）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 1,131 2.20

ＢＮＹＭ　ＡＳ　ＡＧＴ／ＣＬＴ

Ｓ　１０　ＰＥＲＣＥＮＴ

（常任代理人　株式会社三菱ＵＦＪ

銀行）

225 LIBERTY STREET, NEW YORK, NY

10286, UNITED STATES

（東京都千代田区丸の内二丁目７番１

号）

1,058 2.05

東京瓦斯株式会社 東京都港区海岸一丁目５番20号 784 1.52

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社（信託口５）
東京都中央区晴海一丁目８番11号 782 1.52

計 － 22,856 44.46

（注）１．信託銀行の所有株式数には、証券信託財産等の信託財産を以下のとおり含んでおります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口)　　　　　　2,962千株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口)　　　　2,097千株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口９)　　　1,131千株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口５)　　　　782千株

 

２．2019年９月19日付で公衆の縦覧に供されている大量保有報告書の変更報告書において、フィデリティ投信株式

会社が、2019年９月13日現在で以下の株式を所有している旨が記載されているものの、当社として2020年３月

31日現在における実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況には含めておりません。

氏名又は名称 住所
保有株券等の数

（株）
株券等保有割合

（％）

フィデリティ投信株式会社 東京都港区六本木七丁目７番７号 2,202,200 4.27
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2020年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 217,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 51,339,000 513,390 －

単元未満株式 普通株式 59,863 － －

発行済株式総数  51,616,463 － －

総株主の議決権  － 513,390 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。また、

「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

②【自己株式等】

    2020年３月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

リンナイ株式会社
名古屋市中川区福住

町２番26号
217,600 － 217,600 0.42

計 － 217,600 － 217,600 0.42

 

２【自己株式の取得等の状況】

【株式の種類等】　会社法第155条第７号に該当する普通株式の取得

（１）【株主総会決議による取得の状況】

           該当事項はありません。

（２）【取締役会決議による取得の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【株主総会決議又は取締役会決議に基づかないものの内容】

区分 株式数（株） 価額の総額（円）

当事業年度における取得自己株式 875 6,565,204

当期間における取得自己株式 122 957,400

 （注）当期間における取得自己株式には、2020年６月１日からこの有価証券報告書提出日までの単元未満株式の買取

 　　　りによる株式は含まれておりません。
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（４）【取得自己株式の処理状況及び保有状況】

区分

当事業年度 当期間

株式数（株）
処分価額の総額

（円）
株式数（株）

処分価額の総額
（円）

引き受ける者の募集を行った取得自己株式 － － － －

消却の処分を行った取得自己株式 － － － －

合併、株式交換、会社分割に係る移転を行った

取得自己株式
－ － － －

その他（第三者割当による自己株式の処分） － － － －

保有自己株式数（注） 217,646 － 217,768 －

（注）当期間における保有自己株式数には、2020年６月１日からこの有価証券報告書提出日までの単元未満株式の買取り

及び売渡による株式は含まれておりません。

３【配当政策】

　当社は、株主への安定した利益還元を維持することが経営の重要政策の一つであると考えており、基本方針とし

て、連結業績や配当性向等を総合的に勘案し、株主の皆様のご期待にお応えしていきたいと考えております。

　当社は、中間配当と期末配当の年２回の剰余金の配当を行うことを基本方針としております。

　これらの剰余金の配当の決定機関は、期末配当については株主総会、中間配当については取締役会であります。

　当事業年度の配当につきましては、上記方針に基づき当期は１株当たり98円配当（うち中間配当48円）を実施する

ことを決定いたしました。この結果、当事業年度の配当性向は33.5％となっております。

　内部留保資金につきましては、持続的な成長を促す将来への種まきとそれを支える経営資源への投資に有効活用し

てまいります。

　当社は、「取締役会の決議により、毎年９月30日を基準日として中間配当を行うことができる。」旨を定款に定め

ております。

　なお、当事業年度に係る剰余金の配当は以下のとおりであります。

決議年月日
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当額
（円）

2019年11月７日
2,467 48

取締役会決議

2020年６月26日
2,569 50

定時株主総会決議
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４【コーポレート・ガバナンスの状況等】

（１）【コーポレート・ガバナンスの概要】

① コーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

　当社のコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方

・グループ企業の競争力強化と継続的な企業価値向上の観点から、コーポレートガバナンスの強化、充実が経

営上の重要課題として認識します。

・株主の有する権利が実質的に確保され、その円滑な行使と株主の平等性確保に配慮します。

・あらゆるステークホルダーとの適切な協働が企業価値向上には不可欠であることを認識し、企業活動を通じ

て社会・経済の繁栄と会社自らの成長に努めます。

・会社情報の開示は、法令に基づくものはもとより、幅広い情報を迅速かつ正確に開示し、透明性の高い経営

を目指します。

・取締役会は、株主に対する受託者責任を認識し、透明・公正かつ迅速・果断な意思決定を行い、持続的な企

業価値向上に取り組みます。

・株主を含むステークホルダーとの対話により、双方向のコミュニケーションを促進し、ステークホルダーと

の信頼関係を築きます。

 

② 企業統治の体制の概要及び当該体制を採用する理由

　取締役会は、当社の経営に関わる重要な事項について意思決定と取締役の職務執行の監督を行い、社外取締

役２名を含む、取締役７名で構成され、原則毎月１回開催いたします。

　なお、当社は、経営環境の変化に迅速に対応できる経営体制の構築と取締役の経営責任の明確化を図るた

め、取締役の任期を１年としております。

　また、当社の企業価値ひいてはステークホルダーの皆様の共同の利益の確保・向上を実現するために、コー

ポレート・ガバナンスの強化を経営上の重要な課題と位置づけており、絶えずその見直しを進めております。

　当社は、経営の意思決定に社外の声を反映するため、社外取締役２名を選任しております。社外取締役は、

当社の経営判断・意思決定の過程で専門分野を含めた幅広い経験及び見識に基づき、社外取締役としての職務

を遂行いたします。

　当社は、監査役制度を採用しており、社外監査役２名を含む全４名の監査役が取締役会その他の重要な会議

に出席するほか、重要な決裁書類等を閲覧するなど、監査役会で策定した監査計画に基づき、取締役の職務執

行を監査いたします。

　当社社外監査役２名につきましては、「（2）② 社外役員の状況」に記載の通り、専門的な知見及び高い独

立性を有しており、社外監査役としての職務を遂行いたします。

　業務執行体制として当社は、経営環境の変化に迅速に対応できる機動的な経営体制を構築するため、執行役

員制度を導入しており、社長以下の取締役の一部が執行役員を兼務し、取締役会の決議内容を担当部門の管理

責任者に伝え業務執行を行っております。また、３ヶ月単位の全社経営会議及び個別経営会議で経営進捗の確

認と課題事項の共有化を図っております。

 

 

 

③ 企業統治に関するその他の事項

ａ．内部統制システムの整備の状況

当社では、経営の強化を実現するための内部統制の目的を、業務の有効性及び効率性の向上、財務報告の

信頼性の確保、事業経営に関わる法令等の遵守、並びに資産の保全と考え、以下の体制にて内部統制システ

ムを整備しております。

イ．当社および子会社の取締役および使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するため

の体制

・ 当社および子会社は、取締役および使用人が業務の遂行にあたって、法令および定款の遵守を常に意

識するよう、「社是」・「ブランドプロミス（企業使命観）」・「リンナイ行動規範」からなる「リンナ

イグループ倫理綱領」を定め、すべての取締役および使用人に周知徹底を図る。

・ 企業倫理委員会を設置し、当社グループの企業倫理遵守に関する基本方針を策定するとともに企業倫

理の遵守を推進する。
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・ 取締役は社内における重大な法令違反の疑義のある事実を発見した場合には、遅滞なく監査役および

取締役会に報告する。

・ 法令違反の疑義のある事実についての内部通報制度として企業倫理相談窓口を整備し、企業倫理相談

窓口運用マニュアルに基づき、その運用を行う。

・ 監査役は社内のコンプライアンス体制および企業倫理相談窓口の運用に問題があると認めるときは、

意見を述べるとともに、改善策を求める。

ロ．取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制

・ 取締役の職務執行に係る情報については、社内規程に基づきその保存媒体に応じて適切かつ確実に検

証性の高い状態で保存し管理する。

ハ．当社および子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制

・ リスク管理体制として、リスク管理規程を定め、社長が委員長を務める「リスク管理委員会」のも

と、同規程に従った体制の構築として、グループ全体の社内点検と啓発活動を推進し、個々のリスクにつ

いての管理責任者を決定し、同規程に従ったリスク管理体制を構築する。

ニ．当社および子会社の取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

・ 取締役等の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制として、取締役会を定期的に開

催し重要事項の議論および審議を経て執行決定を行う。

・ 毎年開催するグループ全体の経営会議により、経営戦略の策定や経営計画の進捗管理を行う。

・ 取締役会決定に基づく業務執行については、職務規程の定めるところにより当該執行者の責任におい

て執行手続きを進める。

・ 中期経営計画、連結ベースの中期経営数値目標および管理指標に基づき、グループ全体の年度方針、

年度経営計画および年度経営指数を策定し、それを基に各部門で方針を具体化し、一貫した方針管理を行

う。

ホ．当社および子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制

・ グループ全体における業務の適正を確保するため、グループ全体に適用する行動指針として、「リン

ナイ行動規範」を定め、これを基礎として、当社および子会社で諸規程を整備する。

・ 経営管理については、経営規程や関係会社管理規程等に定めた決裁および報告ルールによりグループ

全体の経営の管理を行う。

・ 内部統制室および関連部門は、その事業内容や規模に応じて、子会社を含めたグループ全体の内部監

査を実施する。

ヘ．監査役の職務を補助すべき使用人に関する事項および当該使用人への指示の実効性確保に関する事項

・ 内部統制室の構成員が監査役を補助する使用人を兼務し、併せて監査役会事務局の業務も担当する。

なお、内部統制室の業務より監査役の職務の補助を優先するものとし、また、当該業務に関しては同構成

員の属する部門長等の指揮・命令を受けない。

・ 監査役の職務の補助を兼務する内部統制室の構成員の人事異動、評価等については、監査役会の同意

を要する。

ト．監査役への報告に関する体制およびその他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

・ 取締役および使用人は、当社および子会社における会社の業務又は業績に重大な損失を与える恐れの

ある事項について監査役に逐次報告する。また、監査役は必要に応じて随時、取締役および使用人から報

告を求めることができる。

・ 監査役会は、代表取締役や社外取締役、内部統制室、監査法人と意思の疎通を図るため、それぞれ定

期的に意見交換会を開催する。

チ．上記ト．の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するた

めの体制

・ 監査役へ報告を行った、当社および子会社の取締役および使用人に対して、当該報告を行ったことを

理由に不利な取扱いをしないことを周知徹底する。

リ．監査役の職務の執行について生ずる費用または債務の処理に係る方針に関する事項

・監査役の職務の執行において生ずる費用は、監査役からの申請に基づき、その費用を全額会社が負担す

る。

 

ｂ．リスク管理体制の整備の状況

　社会の複雑化により企業が多様なリスクにさらされる中、リンナイグループはグローバルな事業展開を推進

し、お客様や社会の信頼に応え安定した事業活動を行うため、リスクマネジメントに取り組んでおります。

　当社のリスク管理体制は、社長を委員長とする「リスク管理委員会」を定期的に開催し、生命・信用・事業

活動・財産に影響を及ぼす恐れのあるリスク項目ごとに主管部門を決めて、未然防止の仕組みづくり、危機の

早期解決、損害の最小化、再発防止策などを実施し、リスクの低減に努めております。そしてリスク回避のた

めの手法をリンナイグループ全体へ水平展開しております。

ｃ．責任限定契約の内容の概要

　当社は、社外取締役及び社外監査役との間に、会社法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結

しております。当該契約に基づく責任の限度額は、法令に定める最低責任限度額であります。

ｄ．取締役の定数

　当社の取締役は10名以内とする旨を定款で定めております。
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ｅ．取締役の選任及び解任の決議要件

　当社は、取締役の選任決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が

出席し、その議決権の過半数をもって行う旨を定款で定めております。また、取締役の選任決議は累積投票に

よらない旨も定款で定めております。解任決議につきましては、法令に基づき行います。

ｆ．株主総会決議事項を取締役会で決議することができる事項

イ．自己の株式の取得

・ 当社は、自己の株式の取得について、機動的な資本政策の遂行を可能とするため、会社法第165条第２

項の規定により、取締役会の決議によって自己の株式を取得することができる旨を定款で定めておりま

す。

ロ．中間配当

・ 当社は、株主への機動的な利益還元を行うため、会社法第454条第５項の規定により、取締役会の決議

によって中間配当を行うことができる旨を定款で定めております。

ｇ．株主総会の特別決議要件

　当社は、株主総会特別決議の定足数をより確実に充足できるようにするため、会社法第309条第２項に定め

る決議について、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議

決権の３分の２以上をもって行う旨を定款に定めております。

 

EDINET提出書類

リンナイ株式会社(E01417)

有価証券報告書

28/91



（２）【役員の状況】

① 役員一覧

男性11名　女性－名　（役員のうち女性の比率 －％）

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
（千株）

代表取締役会長 林　謙治
1949年６月

27日生

 
1972年４月 当社入社

1978年９月 当社取締役

1980年２月 当社取締役　総合企画室長

1983年６月 当社常務取締役　生産技術部長

1992年７月 当社常務取締役　関連事業部長

2005年６月 当社取締役　常務執行役員関連事業部長

2006年６月 当社代表取締役副会長

2017年４月 当社代表取締役会長（現任）
 

（注）３ 2,454

代表取締役社長 内藤　弘康
1955年４月

20日生

 
1983年４月 当社入社

1991年６月 当社取締役　開発技術本部副本部長兼新技術開発部長

1998年７月 当社取締役　開発本部長

2001年７月 当社取締役　経営企画部長兼総務部長

2003年６月 当社常務取締役　経営企画部長兼総務部長

2005年６月 当社取締役　常務執行役員経営企画部長兼総務部長

2005年11月 当社代表取締役社長　社長執行役員（現任）
 

（注）３ 510

代表取締役

社長補佐
成田　常則

1948年６月

15日生

 
1967年４月 当社入社

1988年６月 当社取締役　開発技術本部長兼品質保証部長

2001年６月 当社常務取締役　生産本部長

2005年６月 当社取締役　常務執行役員生産本部長

2005年11月 当社取締役　常務執行役員国内総括兼営業本部長

2006年４月 当社取締役　専務執行役員国内総括兼営業本部長

2009年４月 当社取締役　副社長執行役員開発本部、生産本部、

海外事業本部、お客様部担当兼営業本部長

2010年４月 当社代表取締役　副社長執行役員開発本部、生産本

部、海外事業本部、お客様部担当兼営業本部長

2010年10月 当社代表取締役　副社長執行役員開発本部、生産本

部、海外事業本部担当兼営業本部長

2016年４月 当社代表取締役　副社長執行役員社長補佐、生産本

部、海外事業本部管掌

2018年４月 当社代表取締役　副社長執行役員社長補佐（現任）
 

（注）３ 7

取締役

経営企画本部長
小杉　將夫

1955年11月

２日生

 
1979年４月 当社入社

1999年６月 当社取締役　情報システム部長

2005年６月 当社執行役員情報システム部長兼物流統括部長

2005年11月 当社執行役員管理本部副本部長兼経営企画部長兼情報

システム部長兼物流統括部長

2007年４月 当社執行役員管理本部長兼経営企画部長

2007年６月 当社取締役　執行役員管理本部長兼経営企画部長

2010年４月 当社取締役　常務執行役員管理本部長兼経営企画部長

兼情報システム部長

2016年４月 当社取締役　専務執行役員経営企画本部長兼経営企画

部長兼情報システム部長、管理本部管掌

2016年７月 当社取締役　専務執行役員経営企画本部長兼経営企画

部長、管理本部管掌

2018年４月 当社取締役　専務執行役員経営企画本部長（現任）
 

（注）３ 1
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役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有
株式数
（千株）

取締役

海外事業本部長、ビジネス企

画部管掌

近藤　雄二
1956年２月

６日生

 
1979年４月 当社入社

2001年７月 当社開発本部副本部長兼電子開発部長

2005年11月 当社執行役員開発本部長兼技術開発部長

2007年７月 当社執行役員開発本部長

2008年４月 当社執行役員開発本部長兼技術管理部長

2009年６月 当社取締役　執行役員開発本部長兼技術管理部長

2010年４月 当社取締役　常務執行役員開発本部長兼技術管理部長

2011年５月 当社取締役　常務執行役員開発本部長兼電子開発部長

2013年４月 当社取締役　常務執行役員開発本部長

2016年４月 当社取締役　専務執行役員営業本部長、開発本部管掌

2018年４月 当社取締役　専務執行役員海外事業本部長兼第３営業

部長、ビジネス企画部管掌

2019年４月

 
2020年４月

当社取締役　専務執行役員海外事業本部長兼第１営業

部長兼第３営業部長、ビジネス企画部管掌

当社取締役　専務執行役員海外事業本部長、ビジネス

企画部管掌（現任）
 

（注）３ 1

取締役 松井　信行
1943年５月

７日生

 
1985年４月 名古屋工業大学工学部教授（電気情報工学科）

2004年１月 同大学学長

2010年４月 愛知教育大学監事、愛知県顧問（産業労働部）

2012年４月 中部大学理事長付特任教授

2014年６月 当社取締役（現任）
 

（注）３ －

取締役 神尾　隆
1942年11月

27日生

 
1965年４月 トヨタ自動車工業㈱（現トヨタ自動車㈱）入社

1996年６月 トヨタ自動車㈱取締役

1999年６月 　　　同　　　常務取締役

2001年６月 　　　同　　　専務取締役

2005年６月 　　　同　　　相談役

東和不動産㈱代表取締役社長

2006年６月 中日本興業㈱取締役

2010年５月 トヨタ自動車㈱顧問

2010年６月 東和不動産㈱相談役

2011年６月 中日本高速道路㈱監査役

2011年11月 特定非営利活動法人ささえあい理事長（現任）

2016年６月 当社取締役（現任）
 

（注）３ －

常勤監査役 石川　治彦
1958年３月

12日生

 
1980年４月 当社入社

2005年11月 当社管理本部総務部長

2014年４月 当社執行役員管理本部総務部長

2016年６月 当社監査役（現任）
 

（注）４ 1

常勤監査役 進士　克彦
1958年６月

５日生

 
1981年４月 当社入社

2000年12月 上海林内有限公司　董事総経理

2004年６月 当社取締役兼上海林内有限公司　董事総経理

2005年６月 当社執行役員兼上海林内有限公司　董事総経理

2009年４月 当社執行役員海外事業本部副本部長　アジア担当兼上

海林内有限公司　董事総経理

2011年４月 当社執行役員兼上海林内有限公司　董事総経理

2019年４月

2019年６月

当社海外事業本部本部長付

当社監査役（現任）
 

（注）４ 0

監査役 松岡　正明
1949年６月

25日生

 
1976年９月 公認会計士登録

2014年７月 公認会計士松岡正明事務所開設（現任）

2016年６月 当社監査役（現任）
 

（注）４ －

監査役 渡邉　一平
1949年12月

７日生

 
1978年４月 弁護士登録

佐治・太田法律事務所入所

1991年６月 太田・渡辺法律事務所（現弁護士法人ＴＲＵＴＨ＆

ＴＲＵＳＴ）開設（現任）

2016年６月 当社監査役（現任）
 

（注）４ －

計 2,976
 
　（注）１．取締役松井信行および神尾隆は、社外取締役であります。

２．監査役松岡正明および渡邉一平は、社外監査役であります。
３．2020年６月26日開催の定時株主総会の終結の時から１年間
４．2020年６月26日開催の定時株主総会の終結の時から４年間
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５．当社では執行役員制度を採用しております。なお、提出日現在の執行役員は以下のとおりであります。

氏名 役職名

内藤　弘康 社長執行役員  

成田　常則 副社長執行役員 社長補佐

小杉　將夫 専務執行役員 経営企画本部長

近藤　雄二 専務執行役員 海外事業本部長　ビジネス企画部管掌

森　　錦司 常務執行役員 品質保証本部長　兼　環境部長

白木　英行 常務執行役員 営業本部長

中島　忠司 執行役員 開発本部長　兼　技術管理部長

大井　裕久 執行役員 生産本部長

兼子　輝將 執行役員 営業本部　お客様センター統括部長

松本　和彦 執行役員 生産本部　瀬戸工場長

清水　正則 執行役員 開発本部　技術開発部長

井上　一人 執行役員 生産技術部長

江端　健一 執行役員 総務部長

谷岡　克則 執行役員 営業本部　中部支社長

小川　拓也 執行役員 経営企画本部　副本部長

穂谷野　弘幸 執行役員 営業本部　関東支社長

石川　文信 執行役員 ㈱ガスター　社長

遠藤　健治 執行役員 アール・ビー・コントロールズ㈱　社長　兼　能登テック㈱　社長
 
 

② 社外役員の状況

　当社の社外取締役は２名、社外監査役は２名であります。
　取締役松井信行は、学識者としての豊富な経験や知識に基づく企業経営に対する十分な見識を有しております。
取締役神尾隆は、数々の会社役員を歴任したことによる豊富な経験や知識に基づく企業経営に対する十分な見識を
有しております。
　監査役松岡正明は、公認会計士としての、また、監査役渡邉一平は、弁護士としての豊富な経験や知識に基づく
企業経営に対する十分な見識を有しております。
　社外取締役及び社外監査役ともに当社及び関係会社、大株主、主要な取引先の出身者等ではないことから、一般
株主との利益相反の恐れはなく、独立性の高い社外取締役及び社外監査役として、職務を適切に遂行できるものと
判断しております。また、当社と社外取締役、社外監査役及びその兼職先との間に、人的関係、資本的関係及び特
別な利害関係はありません。
　コーポレート・ガバナンスにおいては、外部からの客観的、中立的な経営監視の機能が重要であると考えてお
り、上記の社外取締役及び社外監査役がその役割を全うすることにより、外部からの経営監視機能が十分に機能す
る体制が整っていると判断しております。
　なお、社外監査役は内部統制室及び監査法人と今まで同様、定期的に意見交換会を開催し、意思の疎通を図って
まいります。
　当社は、2016年６月10日の取締役会において、社外取締役及び社外監査役を選任するための独立性に関する判断
基準を制定しており、選任にあたっては、その基準に基づいて独立性を判断いたします。
　なお、当社の社外取締役および社外監査役の独立性判断基準の内容は、次のとおりであります。
（独立性判断基準）

１．現在および過去において、当社および当社の関係会社（以下、当社グループ）の取締役・監査役（社外役
員を除く）、執行役員、またはその他の使用人でないこと。

２．現在および過去において、当社の大株主＊1でないこと。

３．当社グループと関係する主要な取引先＊2の業務執行者でないこと。
４．過去３事業年度において、当社から役員報酬以外に年間1,000万円を超えるような多額の金銭その他の財

産を得ているコンサルタント、会計専門家または法律専門家でないこと。
５．現在および過去において、前１から４に掲げる者の配偶者または二親等以内の親族でないこと。
６．一般株主と利益相反が生じるおそれがないこと。
（注）＊1：大株主とは、総議決権の10％以上の株式を保有する株主（企業等においては、その業務執行者）

をいう。
　　　＊2：主要な取引先とは、過去３事業年度のいずれかの年度において当社グループとの取引の支払額ま

たは受取額が、当社グループまたは取引先の連結売上高の２％以上を占めている企業をいう。

③ 社外取締役又は社外監査役による監督又は監査と内部監査、監査役監査及び会計監査との相互連携並びに内部

統制部門との関係
　社外取締役、社外監査役は常勤監査役と共に定期あるいは随時に内部統制室および監査法人より報告を受け、そ
れぞれ独立した立場から職務を遂行するための連携を図っております。

　また、社外取締役は随時監査役と意見交換や情報交換を行う等連携し意思の疎通を図っております。
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（３）【監査の状況】

① 監査役監査の状況

ａ．組織・人員

　当社の監査役総数は４名であり、常勤監査役２名と社外監査役２名で構成されております。社内監査役は会社

経営に一定以上の見識と経験を有するもの、また社外監査役は法律もしくは会計に高度の専門性と経験を有する

ものを選択することにしており、特に監査役中１名は財務及び会計に関して相当の知見を有するものを含めるこ

ととしております。

　各監査役の状況及び当事業年度に開催した監査役会への出席状況は以下のとおりです。

役職名 氏名 経歴等
当期事業年度

監査役会出席率

常勤監査役 石川 治彦
当社の経理、経営企画、総務等の経験から総務

業務を中心とした管理業務に精通しています。

100％

（14/14回）

常勤監査役 進士 克彦

当社の経理、営業管理、総合企画部門に従事、

および当社海外関連会社の経営管理経験も豊富

であり、経営全般の管理業務に精通していま

す。

90.0％

（９/10回）

※2019年６月に就任

監査役（社外） 松岡 正明

公認会計士として豊富な会計監査業務の経験か

ら財務・会計に関して相当程度の知見を有して

います。

100％

（14/14回）

監査役（社外） 渡邉 一平

弁護士として豊富な経験を有しており、コンプ

ライアンス管理面に十分な見識を有していま

す。

92.9％

（13/14回）

 

ｂ．監査役会の活動状況

　監査役会は通常１ヶ月１回またはそれ以上開催し、当期事業年度は計14回開催いたしました。１回あたりの所

要時間は約1.5時間でした。決議事項としては監査方針・監査計画・監査役の役割分担、監査役選任議案の株主総

会への提出の請求、会計監査人の評価、再任・不再任、監査報告書案等があります。審議・報告事項としては取

締役会での決議事項の審議内容・方法の確認、監査役月次活動状況の報告等がありました。

　当事業年度の監査計画では、1)企業集団としての内部統制システムの整備、運用状況、2) 経営方針・計画の遂

行状況、3) 働き方改革への取り組み状況、4) コーポレートガバナンス・コードへの対応状況、を重点監査項目

として取り組みました。

 

ｃ．監査役の主な活動

　監査役は、取締役会に出席し、議事運営、決議内容等を監査し、必要により意見表明を行っています。また、

常勤監査役は経営会議、リスク管理委員会等の社内の重要な会議、委員会に出席しています。

　監査役全員による取締役社長との会談を年１回開催し、監査所見に基づく提言を行っております。また、監査

役全員は四半期毎に会計監査人から決算報告を受けると共にお互いの監査における情報交換を行っております。

更に、内部監査担当からも年２回監査状況の報告を受け監査業務に役立てております。

　常勤監査役は重点監査項目を中心に社内各部署の業務監査、グループ会社の往査、重要書類の閲覧等を実施し

ております。必要に応じて社外監査役も参加しますが、毎月の監査役会にて常勤監査役から随時報告が行われ情

報共有を図っております。

 

② 内部監査の状況

　当社は独立した専任組織として内部統制室があり、５名の専任社員を配置し金融商品取引法で要求される内部

統制事項を中心に監査しております。内部統制室長は、年２回全監査役に監査状況の報告を行なっております。

また、常勤監査役とは年４回の定期的な報告会で当社グループの監査結果の情報共有と意見交換を行っておりま

す。

 

③ 会計監査の状況

ａ．監査法人の名称

有限責任監査法人トーマツ

 

ｂ．継続監査期間

　　　41年間

(注)　なお、業務執行社員のローテーションに関しては適切に実施されており、原則として連続して７

会計期間を超えて監査業務に関与しておりません。
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ｃ．業務を執行した公認会計士

鈴木　晴久

北岡　宏仁

 

ｄ．監査業務に係る補助者の構成

当社の会計監査業務に係る補助者は、公認会計士10名、会計士試験合格者等４名、その他20名でありま

す。

 

ｅ．監査法人の選定方針と理由

（選定方針）

　・監査法人の品質管理体制および水準は適正で問題ないこと。

　・被監査会社より独立性を保持していること。

　・海外のネットワーク・ファームと十分なコミュニケーションが取られていること。

　・経営者、監査役および内部監査部門とのコミュニケーションが良好のこと。

（選定理由）

　監査役会は、監査役会規則第18条（会計監査人の選任に関する決定等）第４項の選定基準に基づき協議を

行い決議しております。

（会計監査人の解任または不再任の決定の方針）

　監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等、その必要があると判断した場合に、株主総会

に提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定いたします。

　また、会計監査人が会社法第340条第１項各号のいずれかに該当すると認められる場合は、監査役全員の

同意に基づき監査役会が会計監査人を解任いたします。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最

初に招集される株主総会において、会計監査人を解任した旨とその理由を報告いたします。

 

ｆ．監査役及び監査役会による監査法人の評価

監査役会は上記の選定方針の内容について評価を行い問題ないことを確認しております。

 

④ 監査報酬の内容等

 

ａ．監査公認会計士等に対する報酬

区分

前連結会計年度 当連結会計年度

監査証明業務に基づく
報酬（百万円）

非監査業務に基づく報
酬（百万円）

監査証明業務に基づく
報酬（百万円）

非監査業務に基づく報
酬（百万円）

提出会社 50 - 54 1

連結子会社 9 - 9 -

計 59 - 63 1

　　当社における非監査業務の内容は、「収益認識に関する会計基準」への対応に関する助言・指導業務です。

 

ｂ．監査公認会計士等と同一のネットワーク（Deloitte Touche Tohmatsu）に対する報酬（ａ．を除く）

区分

前連結会計年度 当連結会計年度

監査証明業務に基づく
報酬（百万円）

非監査業務に基づく報
酬（百万円）

監査証明業務に基づく
報酬（百万円）

非監査業務に基づく報
酬（百万円）

提出会社 - - - -

連結子会社 85 39 81 50

計 85 39 81 50

　　連結子会社における非監査業務の内容は、税務申告に関するアドバイザリー業務等であります。
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ｃ．その他の重要な監査証明業務に基づく報酬の内容
　当社の一部の連結子会社が当社監査公認会計士等と同一のネットワーク以外に属している監査公認会計士
等へ支払っている監査証明業務に基づく報酬に、重要なものはありません。

 
ｄ．監査報酬の決定方針

　当社は、監査報酬の決定方針について明確な方針を取り決めておりませんが、監査法人及び監査役会との
協議の上決定しております。

 
ｅ．監査役会が会計監査人の報酬等に同意した理由

　監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務執行状況および報酬見積の算出根拠等を確認
し、検討した結果、会計監査人の報酬等につき、会社法第399条第１項の同意を行っております。

 

（４）【役員の報酬等】

① 役員の報酬等の額又はその算定方法の決定に関する方針に係る事項

　取締役の報酬限度額は、2008年６月27日開催の第58回定時株主総会において月額45百万円以内（ただし、使用人

分給与は含まない。）、監査役の報酬限度額は、2008年６月27日開催の第58回定時株主総会において月額５百万円

以内と決議いただいております。これらの支給枠に基づく報酬等の支給対象となる役員は、当事業年度末現在にお

いて、取締役７名、監査役４名であります。

 

　当社役員の報酬は、堅実経営を図るため業績連動報酬制は採用しておらず、固定報酬制のみとなっております。

報酬額については、株主総会の決議により取締役及び監査役のそれぞれの報酬限度額を定める中、役員報酬調査会

社の客観的な調査結果も参考にしつつ、取締役の報酬については、会社の短期業績や個人の経営貢献度等を総合的

に勘案し、取締役会の授権を受けた代表取締役社長が他の代表取締役と協議し決定します。なお、当事業年度の取

締役の報酬に関する取締役会は、2019年６月26日に開催し、代表取締役社長内藤弘康への一任を決議しておりま

す。監査役の報酬については、監査役会の協議により決定しております。

 

② 役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総額及び対象となる役員の員数

区分

報酬等の

総額

（百万円）

 報酬等の種

類別の総額

（百万円）

対象となる

役員の員数

（人）
固定報酬

取締役

（社外取締役を除く。）
272 272 5

監査役

（社外監査役を除く。）
35 35 3

社外役員 24 24 4

 
（注）１．取締役の支給額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。

２．当事業年度末現在の取締役は７名（うち社外取締役は２名）、監査役は４名（うち社外監査役は２

名）であります。上記の監査役の支給人員と相違しておりますのは、2019年６月26日開催の第69回

定時株主総会終結の時をもって、退任した監査役１名が含まれるためであります。
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（５）【株式の保有状況】

①　投資株式の区分の基準及び考え方

　当社は、投資株式について、もっぱら株式の価値の変動または配当の受領によって利益を得ることを目的として保

有する株式を純投資目的である投資株式、それ以外の株式を純投資目的以外の目的である投資株式に区分しておりま

す。

 

②　保有目的が純投資目的以外の目的である投資株式

ａ．保有方針及び保有の合理性を検証する方法並びに個別銘柄の保有の適否に関する取締役会等における検証の内容

　当社は、総合熱エネルギー機器メーカーとして企業価値の向上をはかるための方策のひとつとして取引先との関係

を維持していくことは必要であると考えます。ついては、取締役会において、経営へのリスク等の総合的な判断によ

り取引関係の維持や拡充上、必要と判断した場合は株式を保有していく方針ですが、毎年１回以上、保有する個々の

銘柄について、販売・仕入れ・金融など取引内容で区分けを行い、前事業年度の取引金額も参考にしつつ「保有意

義」や「当社への貢献の有無」を評価して保有適否の検証を行います。

　なお、当事業年度の政策保有株式に関する取締役会は、2020年１月16日に開催し、当社への貢献がないと判断した

２銘柄については売却を検討することを決議しました。

 

ｂ．銘柄数及び貸借対照表計上額

 
銘柄数
（銘柄）

貸借対照表計上額の
合計額（百万円）

非上場株式 38 407

非上場株式以外の株式 64 15,368

 

（当事業年度において株式数が増加した銘柄）

 
銘柄数
（銘柄）

株式数の増加に係る取得
価額の合計額（百万円）

株式数の増加の理由

非上場株式 － － －

非上場株式以外の株式 8 30 取引先持株会での定期買付

 

（当事業年度において株式数が減少した銘柄）

 
銘柄数
（銘柄）

株式数の減少に係る売却
価額の合計額（百万円）

非上場株式 － －

非上場株式以外の株式 1 26

 

ｃ．特定投資株式及びみなし保有株式の銘柄ごとの株式数、貸借対照表計上額等に関する情報

特定投資株式

銘柄

当事業年度 前事業年度

保有目的及び株式数が増加した理由
当社の株式の
保有の有無

株式数（株） 株式数（株）

貸借対照表計上額
（百万円）

貸借対照表計上額
（百万円）

㈱ミツウロコグルー

プホールディングス

2,693,590 2,693,396

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。株数増加の理由は、取引先

持株会での定期買付によるものです。

有

3,059 2,278
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銘柄

当事業年度 前事業年度

保有目的及び株式数が増加した理由
当社の株式の
保有の有無

株式数（株） 株式数（株）

貸借対照表計上額
（百万円）

貸借対照表計上額
（百万円）

東京瓦斯㈱

1,081,060 1,081,060

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

有

2,763 3,236

㈱ヤクルト本社

261,360 261,360

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、調達先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

有

1,670 2,022

日本瓦斯㈱

401,075 396,536

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。株数増加の理由は、取引先

持株会での定期買付によるものです。

有

1,433 1,213

タカラスタンダード

㈱

557,702 554,893

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。株数増加の理由は、取引先

持株会での定期買付によるものです。

有

924 940

岩谷産業㈱

200,000 200,000

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

有

722 711

シナネンホールディ

ングス㈱

214,119 214,119

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

有

560 450
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銘柄

当事業年度 前事業年度

保有目的及び株式数が増加した理由
当社の株式の
保有の有無

株式数（株） 株式数（株）

貸借対照表計上額
（百万円）

貸借対照表計上額
（百万円）

㈱ＴＯＫＡＩホール

ディングス

570,656 570,656

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

無

534 524

サンリン㈱

712,000 712,000

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

有

491 511

新コスモス電機㈱

251,500 251,500

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、調達先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

有

440 436

アイホン㈱

305,000 305,000

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、調達先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

有

439 532

㈱マキタ

96,800 96,800

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、調達先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

有

320 373

エア・ウォーター㈱

162,484 161,311

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。株数増加の理由は、取引先

持株会での定期買付によるものです。

有

241 258
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銘柄

当事業年度 前事業年度

保有目的及び株式数が増加した理由
当社の株式の
保有の有無

株式数（株） 株式数（株）

貸借対照表計上額
（百万円）

貸借対照表計上額
（百万円）

東邦瓦斯㈱

45,670 45,670

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

有

223 226

大阪瓦斯㈱

101,978 101,978

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

無

207 222

ユアサ商事㈱

62,500 62,500

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

無

178 195

㈱愛知銀行

42,500 42,500

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、金融関係の取引先としての関係の

維持、拡充のために保有する合理性があ

ると判断しております。

有

134 145

野村ホールディング

ス㈱

239,800 239,800

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、金融関係の取引先としての関係の

維持、拡充のために保有する合理性があ

ると判断しております。

無

109 95

大和ハウス工業㈱

37,047 36,359

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。株数増加の理由は、取引先

持株会での定期買付によるものです。

無

99 127
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銘柄

当事業年度 前事業年度

保有目的及び株式数が増加した理由
当社の株式の
保有の有無

株式数（株） 株式数（株）

貸借対照表計上額
（百万円）

貸借対照表計上額
（百万円）

㈱ＬＩＸＩＬグルー

プ

57,718 57,718

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

無

77 85

日本特殊陶業㈱

42,561 42,561

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、調達先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

有

64 87

㈱山善

61,645 58,746

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。株数増加の理由は、取引先

持株会での定期買付によるものです。

無

55 68

カメイ㈱

51,700 51,700

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

有

52 60

Ｋ＆Ｏエナジーグ

ループ㈱

30,904 30,904

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

無

46 47

㈱サーラコーポレー

ション

71,493 67,965

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。株数増加の理由は、取引先

持株会での定期買付によるものです。

有

39 41
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銘柄

当事業年度 前事業年度

保有目的及び株式数が増加した理由
当社の株式の
保有の有無

株式数（株） 株式数（株）

貸借対照表計上額
（百万円）

貸借対照表計上額
（百万円）

㈱電響社

45,000 45,000

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

有

39 55

三愛石油㈱

31,500 31,500

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

無

35 28

㈱御園座

16,000 16,000

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、地域の成

長・活性化に重要な役割を担う同社との

関係性を踏まえ検証した結果、当社グ

ループの企業価値向上のために保有する

合理性があると判断しております。

無

34 65

橋本総業ホールディ

ングス㈱

（注）３

18,150 16,500

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

無

32 23

クリナップ㈱

58,300 58,300

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

無

31 34

上新電機㈱

15,000 15,000

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

無

31 38
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銘柄

当事業年度 前事業年度

保有目的及び株式数が増加した理由
当社の株式の
保有の有無

株式数（株） 株式数（株）

貸借対照表計上額
（百万円）

貸借対照表計上額
（百万円）

日東工業㈱

17,424 17,424

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、取引関係の維持、拡充のために保

有する合理性があると判断しておりま

す。

無

30 38

サンメッセ㈱

76,500 76,500

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、調達先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

有

27 31

京葉瓦斯㈱

9,000 9,000

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

無

26 27

㈱ミクニ

100,409 100,409

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、調達先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

有

24 42

ＭＳ＆ＡＤインシュ

アランスグループ

ホールディングス㈱

8,016 8,016

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、金融関係の取引先としての関係の

維持、拡充のために保有する合理性があ

ると判断しております。

無

24 27

新東工業㈱

29,100 29,100

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、調達先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

有

21 27
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銘柄

当事業年度 前事業年度

保有目的及び株式数が増加した理由
当社の株式の
保有の有無

株式数（株） 株式数（株）

貸借対照表計上額
（百万円）

貸借対照表計上額
（百万円）

㈱ファミリーマート

7,376 7,376

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

無

14 20

㈱三菱ＵＦＪフィナ

ンシャル・グループ

32,877 32,877

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、金融関係の取引先としての関係の

維持、拡充のために保有する合理性があ

ると判断しております。

無

13 18

東邦アセチレン㈱

10,000 10,000

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

無

12 14

㈱アイナボホール

ディングス

14,400 14,400

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

無

11 13

北海道瓦斯㈱

5,569 4,670

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。株数増加の理由は、取引先

持株会での定期買付によるものです。

無

8 6

㈱みずほフィナン

シャルグループ

67,520 67,520

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、金融関係の取引先としての関係の

維持、拡充のために保有する合理性があ

ると判断しております。

無

8 11
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銘柄

当事業年度 前事業年度

保有目的及び株式数が増加した理由
当社の株式の
保有の有無

株式数（株） 株式数（株）

貸借対照表計上額
（百万円）

貸借対照表計上額
（百万円）

日本ＢＳ放送㈱

8,000 8,000

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、取引関係の維持、拡充のために保

有する合理性があると判断しておりま

す。

無

8 8

岡谷鋼機㈱

1,000 1,000

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、調達先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

有

8 9

アークランドサカモ

ト㈱

6,000 6,000

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

無

5 8

伊藤忠エネクス㈱

6,930 6,930

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

無

5 6

㈱Ｍｉｓｕｍｉ

3,000 3,000

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

無

5 6

フランスベッドホー

ルディングス㈱

2,200 ＊

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

無

2 ＊
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銘柄

当事業年度 前事業年度

保有目的及び株式数が増加した理由
当社の株式の
保有の有無

株式数（株） 株式数（株）

貸借対照表計上額
（百万円）

貸借対照表計上額
（百万円）

三菱地所㈱

1,050 ＊

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、販売先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

無

1 ＊

日本製鉄㈱

－ 14,200
当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ておりましたが、保有の意義が乏しいと

判断したため売却しております。

無

－ 27

Ｊ．フロント　リテ

イリング㈱

＊ 1,650

当社グループの事業活動に係る友好的な

関係の維持、拡充を目的に株式を保有し

ております。定量的な保有効果について

は記載は困難でありますが、当社事業に

おける同社との関係性を踏まえ検証した

結果、調達先としての関係の維持、拡充

のために保有する合理性があると判断し

ております。

有

＊ 2

（注）１．「－」は、当該銘柄を保有していないことを示しております。「＊」は、当該銘柄の貸借対照表計上額が

当社の資本金額の100分の１以下であり、かつ貸借対照表計上額の大きい順の50銘柄に該当しないために

記載を省略していることを示しております。

　　　２．当社の株式の保有の有無については、銘柄が持株会社の場合はその主要な子会社の保有分（実質所有株式

数）を勘案し記載しています。

　　　３．橋本総業ホールディングスは2019年４月１日付で普通株式１株を1.1株の割合とする株式分割を行ってお

ります。
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みなし保有株式

銘柄

当事業年度 前事業年度

保有目的及び株式数が増加した理由
当社の株式の
保有の有無

株式数（株） 株式数（株）

貸借対照表計上額
（百万円）

貸借対照表計上額
（百万円）

ＫＤＤＩ㈱
2,602,800 2,602,800 委託者である当社が定める退職金規程に

基づく給付に当てるため同社株式を信託

している。

無
8,302 6,207

東邦瓦斯㈱
1,384,000 1,384,000

同上 有
6,781 6,878

㈱ミツウロコグルー

プホールディングス

1,000,000 1,000,000
同上 有

1,136 846

㈱ＴＯＫＡＩホール

ディングス

1,000,000 1,000,000
同上 無

937 919

日本瓦斯㈱
200,000 200,000

同上 有
715 612

東海旅客鉄道㈱
35,200 35,200

同上 無
609 904

タカラスタンダ－ド

㈱

185,000 185,000
同上 有

306 313

西部瓦斯㈱
58,000 58,000

同上 有
151 138

㈱三菱ＵＦＪフィナ

ンシャル・グループ

365,180 365,180
同上 無

147 200

大阪瓦斯㈱
52,000 52,000

同上 無
105 113

（注）１．定量的な保有効果については記載が困難であります。

保有の合理性は上記「ａ．保有方針及び保有の合理性を検証する方法並びに個別銘柄の保有の適否に関す

る取締役会等における検証の内容」で記載した方法により定期的に検証しております。

　　　２．貸借対照表計上額の上位銘柄を選定する段階で、特定投資株式とみなし保有株式を合算していません。

 

③　保有目的が純投資目的である投資株式

　該当事項はありません。
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第５【経理の状況】

１．連結財務諸表及び財務諸表の作成方法について

(1）当社の連結財務諸表は、「連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（1976年大蔵省令第28号）に

基づいて作成しております。

 

(2）当社の財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（1963年大蔵省令第59号。以下「財

務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　　また、当社は、特例財務諸表提出会社に該当し、財務諸表等規則第127条の規定により財務諸表を作成しており

ます。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、連結会計年度（2019年４月１日から2020年３月31日

まで）の連結財務諸表及び事業年度（2019年４月１日から2020年３月31日まで）の財務諸表について、有限責任監査

法人トーマツによる監査を受けております。

 

３．連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みについて

　当社は、連結財務諸表等の適正性を確保するための特段の取組みを行っております。具体的には、会計基準等の内

容を適切に把握し、会計基準等の変更等について的確に対応することができる体制を整備するため、公益財団法人財

務会計基準機構へ加入しております。
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１【連結財務諸表等】

（１）【連結財務諸表】

①【連結貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 ※２ 140,264 ※２ 167,090

受取手形及び売掛金 ※４ 67,687 67,776

電子記録債権 ※４ 9,290 8,199

有価証券 17,126 6,364

商品及び製品 28,988 27,490

原材料及び貯蔵品 16,728 17,138

その他 2,281 2,743

貸倒引当金 △1,476 △2,090

流動資産合計 280,891 294,713

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 ※５ 71,878 ※５ 73,355

減価償却累計額 △37,306 △38,762

建物及び構築物（純額） 34,571 34,592

機械装置及び運搬具 61,574 62,956

減価償却累計額 △44,076 △45,958

機械装置及び運搬具（純額） 17,497 16,997

工具、器具及び備品 38,647 37,582

減価償却累計額 △33,185 △32,852

工具、器具及び備品（純額） 5,461 4,730

土地 ※２,※５ 22,795 ※２,※５ 22,697

リース資産 317 4,220

減価償却累計額 △181 △792

リース資産（純額） 135 3,428

建設仮勘定 2,392 2,187

有形固定資産合計 82,854 84,633

無形固定資産 5,743 3,480

投資その他の資産   

投資有価証券 ※１ 36,912 ※１ 40,865

退職給付に係る資産 18,960 20,741

繰延税金資産 3,277 3,613

その他 ※１ 2,303 ※１ 2,496

貸倒引当金 △58 △58

投資その他の資産合計 61,395 67,659

固定資産合計 149,993 155,773

資産合計 430,885 450,486
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度
(2019年３月31日)

当連結会計年度
(2020年３月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※２ 20,446 18,392

電子記録債務 32,057 30,851

未払金 14,860 ※２ 14,828

未払消費税等 2,228 2,882

未払法人税等 4,863 4,834

賞与引当金 4,540 4,497

製品保証引当金 3,947 3,504

その他 5,405 6,814

流動負債合計 88,350 86,607

固定負債   

繰延税金負債 6,746 7,717

環境対策引当金 2,255 2,255

退職給付に係る負債 10,401 9,503

その他 2,435 3,443

固定負債合計 21,838 22,919

負債合計 110,188 109,527

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,459 6,459

資本剰余金 8,756 8,756

利益剰余金 276,143 293,807

自己株式 △1,864 △1,870

株主資本合計 289,495 307,153

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 5,599 5,144

為替換算調整勘定 △488 △1,908

退職給付に係る調整累計額 4,529 5,225

その他の包括利益累計額合計 9,640 8,461

非支配株主持分 21,560 25,343

純資産合計 320,696 340,959

負債純資産合計 430,885 450,486

 

EDINET提出書類

リンナイ株式会社(E01417)

有価証券報告書

48/91



②【連結損益計算書及び連結包括利益計算書】

【連結損益計算書】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(自　2018年４月１日
　至　2019年３月31日)

当連結会計年度
(自　2019年４月１日
　至　2020年３月31日)

売上高 348,022 340,460

売上原価 ※１ 235,915 ※１ 227,885

売上総利益 112,106 112,575

販売費及び一般管理費   

運賃及び荷造費 8,645 9,447

広告宣伝費 4,508 3,729

販売促進費 10,235 9,763

製品保証引当金繰入額 4,058 3,513

給料及び賞与 25,642 24,591

賞与引当金繰入額 2,163 2,174

退職給付費用 826 416

減価償却費 1,976 2,594

その他 ※１ 23,169 ※１ 21,920

販売費及び一般管理費合計 81,227 78,153

営業利益 30,879 34,422

営業外収益   

受取利息 888 1,083

受取配当金 508 400

為替差益 318 -

その他 1,086 844

営業外収益合計 2,801 2,328

営業外費用   

支払利息 3 48

為替差損 - 506

固定資産除却損 256 360

その他 102 154

営業外費用合計 362 1,070

経常利益 33,318 35,679

特別利益   

補助金収入 ※２ 69 -

特別利益合計 69 -

特別損失   

特別退職金 - 844

固定資産圧縮損 ※２ 69 -

投資有価証券評価損 153 -

特別損失合計 222 844

税金等調整前当期純利益 33,164 34,834

法人税、住民税及び事業税 8,799 8,852

法人税等調整額 363 292

法人税等合計 9,162 9,144

当期純利益 24,001 25,690

非支配株主に帰属する当期純利益 3,521 4,128

親会社株主に帰属する当期純利益 20,480 21,561
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【連結包括利益計算書】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(自　2018年４月１日
　至　2019年３月31日)

当連結会計年度
(自　2019年４月１日
　至　2020年３月31日)

当期純利益 24,001 25,690

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △985 △455

為替換算調整勘定 △6,488 △1,577

退職給付に係る調整額 703 682

持分法適用会社に対する持分相当額 - △0

その他の包括利益合計 ※ △6,771 ※ △1,350

包括利益 17,230 24,339

（内訳）   

親会社株主に係る包括利益 15,007 20,379

非支配株主に係る包括利益 2,222 3,960
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③【連結株主資本等変動計算書】

前連結会計年度（自　2018年４月１日　至　2019年３月31日）

    (単位：百万円)

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,459 8,756 258,814 △1,860 272,170

当期変動額      

剰余金の配当   △4,728  △4,728

親会社株主に帰属する当期
純利益   20,480  20,480

自己株式の取得    △3 △3

連結範囲の変動   1,576  1,576

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

     

当期変動額合計 － － 17,328 △3 17,324

当期末残高 6,459 8,756 276,143 △1,864 289,495

 

       

 その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
 

その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘定
退職給付に係る調

整累計額
その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 6,583 4,682 3,846 15,112 20,682 307,965

当期変動額       

剰余金の配当      △4,728

親会社株主に帰属する当期
純利益      20,480

自己株式の取得      △3

連結範囲の変動      1,576

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△984 △5,171 683 △5,472 878 △4,594

当期変動額合計 △984 △5,171 683 △5,472 878 12,730

当期末残高 5,599 △488 4,529 9,640 21,560 320,696
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当連結会計年度（自　2019年４月１日　至　2020年３月31日）

    (単位：百万円)

 株主資本

 資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 6,459 8,756 276,143 △1,864 289,495

当期変動額      

剰余金の配当   △4,934  △4,934

親会社株主に帰属する当期
純利益   21,561  21,561

自己株式の取得    △6 △6

連結範囲の変動   1,037  1,037

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

     

当期変動額合計 - - 17,664 △6 17,658

当期末残高 6,459 8,756 293,807 △1,870 307,153

 

       

 その他の包括利益累計額

非支配株主持分 純資産合計
 

その他有価証券
評価差額金

為替換算調整勘定
退職給付に係る調

整累計額
その他の包括利
益累計額合計

当期首残高 5,599 △488 4,529 9,640 21,560 320,696

当期変動額       

剰余金の配当      △4,934

親会社株主に帰属する当期
純利益      21,561

自己株式の取得      △6

連結範囲の変動      1,037

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）

△455 △1,419 695 △1,179 3,783 2,604

当期変動額合計 △455 △1,419 695 △1,179 3,783 20,262

当期末残高 5,144 △1,908 5,225 8,461 25,343 340,959
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④【連結キャッシュ・フロー計算書】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(自　2018年４月１日
　至　2019年３月31日)

当連結会計年度
(自　2019年４月１日
　至　2020年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前当期純利益 33,164 34,834

減価償却費 11,876 12,134

退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △706 △1,087

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 260 △471

受取利息及び受取配当金 △1,396 △1,483

特別退職金 - 844

売上債権の増減額（△は増加） △2,749 4,749

たな卸資産の増減額（△は増加） △4,004 436

仕入債務の増減額（△は減少） △2,640 △5,580

未払消費税等の増減額（△は減少） 1,573 630

その他の負債の増減額（△は減少） △850 90

その他 1,884 485

小計 36,410 45,583

利息及び配当金の受取額 1,386 1,540

補助金の受取額 450 254

利息の支払額 △2 △44

特別退職金の支払額 - △696

法人税等の支払額 △8,765 △8,942

営業活動によるキャッシュ・フロー 29,479 37,694

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △42,960 △38,269

定期預金の払戻による収入 41,515 35,480

有価証券の取得による支出 △597 △853

有価証券の償還による収入 753 1,749

有形固定資産の取得による支出 △14,157 △9,742

有形固定資産の売却による収入 351 68

無形固定資産の取得による支出 △915 △651

投資有価証券の取得による支出 △7,629 △8,939

投資有価証券の売却及び償還による収入 16,631 14,662

その他 △278 △628

投資活動によるキャッシュ・フロー △7,288 △7,124

財務活動によるキャッシュ・フロー   

配当金の支払額 △4,729 △4,933

非支配株主への配当金の支払額 △1,344 △838

その他 △76 △664

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,150 △6,436

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,626 △377

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 14,413 23,755

現金及び現金同等物の期首残高 101,697 116,133

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 21 249

現金及び現金同等物の期末残高 ※ 116,133 ※ 140,138
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【注記事項】

 (連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項)

１．連結の範囲に関する事項

　(1) 連結子会社の数　36社

 主要な連結子会社名は、「第１　企業の概況　４．関係会社の状況」に記載しているため、省略しておりま

す。

　　なお、前連結会計年度において非連結子会社でありました広州林内燃具電器有限公司は、重要性が増した

ため、また、リンナイマニュファクチャリングマレーシア㈱については新たに設立したため、当連結会計年

度から連結の範囲に含めております。

　　前連結会計年度において連結子会社でありましたアール・ジー㈱は清算したため、当連結会計年度から連

結の範囲から除いております。

 

　(2) 主要な非連結子会社の名称等

　リンナイＵＫ㈱

（連結の範囲から除いた理由）

　　非連結子会社は、いずれも小規模であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利

益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないためであります。

 

２．持分法の適用に関する事項

　(1) 持分法適用の関連会社数　1社

セントラルヒーティングニュージーランド㈱

　　なお、セントラルヒーティングニュージーランド㈱については当連結会計年度において新たに株式を取得

したことにより、持分法適用の関連会社に含めております。

 (2) 持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社の名称等

 リンナイＵＫ㈱、三国ＲＫ精密㈱

（持分法を適用しない理由）

　　持分法を適用していない非連結子会社及び関連会社は、それぞれ当期純損益（持分に見合う額）及び利益

剰余金（持分に見合う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結財務諸表に及ぼす影響が軽微であ

り、かつ、全体としても重要性がないためであります。

　(3) 持分法の適用の手続きについて特に記載すべき事項

　持分法適用会社は、決算日が連結決算日と異なっているため、同社の事業年度に係る財務諸表を使用して

おります。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

　連結決算日と事業年度の末日が異なる連結子会社

（決算日12月31日）

リンナイオーストラリア㈱、リンナイアメリカ㈱、リンナイニュージーランド㈱、リンナイホールディン

グス（パシフィック）㈱、林内香港有限公司、台湾林内工業股份有限公司、リンナイコリア㈱、上海林内有

限公司、リンナイタイ㈱、リンナイベトナム㈲、アール・ビー・コリア㈱、リンナイカナダホールディング

ス㈱、リンナイブラジルヒーティングテクノロジー㈲、上海林内熱能工程有限公司、リンナイインドネシア

㈱、ガスアプライアンスサービシズ㈱、リンナイイタリア㈲、広州林内燃具電器有限公司、リンナイマニュ

ファクチャリングマレーシア㈱

ほか6社

 

　　連結財務諸表の作成に当たっては、同決算日現在の財務諸表を使用しております。ただし、１月１日から

連結決算日３月31日までの期間に発生した重要な取引については、連結上必要な調整を行っております。

 

４．会計方針に関する事項

　(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券

　その他有価証券

　時価のあるもの

　　決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平

均法により算定）

　時価のないもの

　　移動平均法による原価法

②　たな卸資産

　商品及び製品

　　原則として先入先出法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により

算定）

　原材料及び貯蔵品

　　原則として最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法に

より算定）
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　(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

①　有形固定資産（リース資産を除く）

　　当社及び国内連結子会社は定率法（ただし、2007年４月１日以降に取得した建物(建物附属設備を除く。)

並びに2016年４月１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法）、在外連結子会社は主と

して定額法を採用しております。

　なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

　　建物及び構築物　　　７年～50年

　　機械装置及び運搬具　７年～17年

　　工具、器具及び備品　２年～15年

②　無形固定資産（リース資産を除く）

　定額法を採用しております。

　なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。

③　リース資産

　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

　(3) 重要な引当金の計上基準

①　貸倒引当金

　　金銭債権の貸倒れによる損失に備えて、主として一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等

特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

②　賞与引当金

　　従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、将来の支給見込額のうち当連結会計年度の負担額を計

上しております。

③　製品保証引当金

　　当社及び一部の連結子会社は、製品の無償修理費用の支出に備えるため、過去の実績を基礎に将来の製品

保証費見込額を計上しております。

④　環境対策引当金

　　将来の環境対策に伴う支出に備えるため、その合理的な見積額に基づき計上しております。

　(4) 退職給付に係る会計処理の方法

①　退職給付見込額の期間帰属方法

　　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期間に帰属させる方法について

は、給付算定式基準によっております。

②　数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

　　過去勤務費用は、その発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）による定額法

により費用処理しております。

　　数理計算上の差異は、各連結会計年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10

年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌連結会計年度から費用処理しております。

③　未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の会計処理方法

　　未認識数理計算上の差異は、税効果を調整の上、純資産の部におけるその他の包括利益累計額の退職給付

に係る調整累計額に計上しております。

　(5) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準

　　外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理してお

ります。なお、在外子会社等の資産及び負債は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用は

期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び非支配株主持分に含

めて計上しております。
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　(6) 重要なヘッジ会計の方法

①　ヘッジ会計の方法

　　繰延ヘッジ処理を採用しております。また、為替変動リスクのヘッジについて振当処理の要件を充たして

いる場合には振当処理を採用しております。

　　なお、連結会社間取引に付された為替予約については、時価評価を行い、当連結会計年度の損益として処

理しておりますが、当連結会計年度末においては該当事項はありません。

②　ヘッジ手段とヘッジ対象

　　当連結会計年度にヘッジ会計を適用したヘッジ対象とヘッジ手段は以下のとおりであります。

　ヘッジ手段…為替予約取引

　ヘッジ対象…為替相場変動による損失の可能性があるもの

③　ヘッジ方針

　　為替相場変動リスクの回避を目的としており、対象債権又は債務の範囲内でヘッジを行っております。な

お、投機的な取引は行わない方針であります。

④　ヘッジの有効性評価の方法

　　ヘッジの有効性を確保できるような為替予約取引の利用を行っております。

⑤　その他

　　取引権限及び取引限度額等を定めた社内ルールに従い、これを行っております。

　(7) のれんの償却方法及び償却期間

　　のれんの償却については、５年間の定額法により償却を行っております。

　(8) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　　手許現金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクし

か負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなっております。

　(9) その他連結財務諸表作成のための重要な事項

　消費税等の会計処理

　　　税抜方式によっております。

(会計方針の変更)

　（IFRS第16号「リース」の適用）
　一部の在外子会社において、当連結会計年度よりIFRS第16号「リース」を適用し、借手の会計処理として原則すべ
てのリースについて連結貸借対照表に資産及び負債を計上しております。
　当該会計基準の適用にあたり、経過措置として認められている当該会計基準の適用による累積的影響額を適用開始
日に認識する方法を採用しております。
　なお、当該会計基準の適用が連結財務諸表に与える影響は軽微であります。
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(未適用の会計基準等)

当社及び国内連結子会社

 

・「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日　企業会計基準委員会）

・「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第30号　2020年３月31日　企業会計基準委員

会）

・「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第19号　2020年３月31日　企業会計基準委

員会）

 

(1）概要

国際会計基準審議会（IASB）及び米国財務会計基準審議会（FASB）は、共同して収益認識に関する包括的な会計

基準の開発を行い、2014年５月に「顧客との契約から生じる収益」（IASBにおいてはIFRS第15号、FASBにおいては

Topic606）を公表しており、IFRS第15号は2018年１月１日以後開始する事業年度から、Topic606は2017年12月15日

より後に開始する事業年度から適用される状況を踏まえ、企業会計基準委員会において、収益認識に関する包括的

な会計基準が開発され、適用指針と合わせて公表されたものです。

企業会計基準委員会の収益認識に関する会計基準の開発にあたっての基本的な方針として、IFRS第15号と整合性

を図る便益の１つである財務諸表間の比較可能性の観点から、IFRS第15号の基本的な原則を取り入れることを出発

点とし、会計基準を定めることとされ、また、これまで我が国で行われてきた実務等に配慮すべき項目がある場合

には、比較可能性を損なわせない範囲で代替的な取扱いを追加することとされております。

 

(2）適用予定日

2022年３月期の期首から適用予定であります。

 

(3）当該会計基準等の適用による影響

影響額は、当連結財務諸表の作成時において評価中であります。

 

 

・「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日　企業会計基準委員会）

・「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日　企業会計基準委員会）

・「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2019年７月４日　企業会計基準委員

会）

・「金融商品の時価等の開示に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第19号　2020年３月31日　企業会計基準委

員会）
 
(1）概要

国際会計基準審議会（IASB）及び米国財務会計基準審議会（FASB）が、公正価値測定についてほぼ同じ内容の詳

細なガイダンス（国際財務報告基準（IFRS）においてはIFRS第13号「公正価値測定」、米国会計基準においては

Accounting Standards CodificationのTopic 820「公正価値測定」）を定めている状況を踏まえ、企業会計基準委

員会において、主に金融商品の時価に関するガイダンス及び開示に関して、日本基準を国際的な会計基準との整合

性を図る取組みが行われ、「時価の算定に関する会計基準」等が公表されたものです。

企業会計基準委員会の時価の算定に関する会計基準の開発にあたっての基本的な方針として、統一的な算定方法

を用いることにより、国内外の企業間における財務諸表の比較可能性を向上させる観点から、IFRS第13号の定めを

基本的にすべて取り入れることとされ、また、これまで我が国で行われてきた実務等に配慮し、財務諸表間の比較

可能性を大きく損なわせない範囲で、個別項目に対するその他の取扱いを定めることとされております。
 
(2）適用予定日

2022年３月期の期首から適用予定であります。

 

(3）当該会計基準等の適用による影響

「時価の算定に関する会計基準」等の適用による連結財務諸表に与える影響額については、現時点で未定であり

ます。

 

EDINET提出書類

リンナイ株式会社(E01417)

有価証券報告書

57/91



・「会計上の見積りの開示に関する会計基準」（企業会計基準第31号　2020年３月31日　企業会計基準委員会）

 

(1）概要

国際会計基準審議会（IASB）が2003年に公表した国際会計基準（IAS）第１号「財務諸表の表示」（以下「IAS

第１号」）第125項において開示が求められている「見積りの不確実性の発生要因」について、財務諸表利用者に

とって有用性が高い情報として日本基準においても注記情報として開示を求めることを検討するよう要望が寄せら

れ、企業会計基準委員会において、会計上の見積りの開示に関する会計基準（以下「本会計基準」）が開発され、

公表されたものです。

企業会計基準委員会の本会計基準の開発にあたっての基本的な方針として、個々の注記を拡充するのではなく、

原則（開示目的）を示したうえで、具体的な開示内容は企業が開示目的に照らして判断することとされ、開発にあ

たっては、IAS第１号第125項の定めを参考とすることとしたものです。

 

(2）適用予定日

2021年３月期の年度末から適用予定であります。

 

 

・「会計方針の開示、会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　2020年３月31日　企

業会計基準委員会）

 

(1）概要

「関連する会計基準等の定めが明らかでない場合に採用した会計処理の原則及び手続」に係る注記情報の充実に

ついて検討することが提言されたことを受け、企業会計基準委員会において、所要の改正を行い、会計方針の開

示、会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準として公表されたものです。

なお、「関連する会計基準等の定めが明らかでない場合に採用した会計処理の原則及び手続」に係る注記情報の

充実を図るに際しては、関連する会計基準等の定めが明らかな場合におけるこれまでの実務に影響を及ぼさないた

めに、企業会計原則注解（注1-2）の定めを引き継ぐこととされております。

 

(2）適用予定日

2021年３月期の年度末から適用予定であります。

 

 

在外子会社

・「リース」（Topic842）
 
(1) 概要

本会計基準は、借手に原則として全てのリースを貸借対照表に資産及び負債として計上することを要求するもの

であります。貸手の会計処理に重要な変更はありません。
 
(2) 適用予定日

2022年３月期から適用予定であります。
 

(3) 当該会計基準等の適用による影響

影響額は、当連結財務諸表の作成時において評価中であります。
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(追加情報)

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う会計上の見積りについて
　世界的な流行拡大により、経済、企業活動への深刻な影響が見込まれております。収束時期等を予測することは
困難ではありますが、今後１年程度は経済活動停滞による影響は続くものと考えております。なお、当社グループ
の商品は生活必需品としての性格が強く、買替比率の高い商品構成であるため、企業活動への影響は限定的との仮
定のもとで会計上の見積りを行っております。

 

(連結貸借対照表関係)

※１　非連結子会社及び関連会社に対するものは、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当連結会計年度

（2020年３月31日）

投資有価証券（株式） 915百万円 1,193百万円

投資その他の資産（その他）（出資金） 154 144

 

※２　担保資産及び担保付債務

　担保に供している資産は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当連結会計年度

（2020年３月31日）

現金及び預金（定期預金） 176百万円 64百万円

土地 2,122 2,019

計 2,298 2,083

 

　担保付債務は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当連結会計年度

（2020年３月31日）

支払手形及び買掛金 110百万円 -百万円

未払金 - 0

 

 

３　受取手形割引高

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当連結会計年度

（2020年３月31日）

受取手形割引高 91百万円 41百万円

 

 

※４　連結会計年度末日満期手形及び電子記録債権

　連結会計年度末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしておりま

す。なお、前連結会計年度の末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形及び電子記録債権

が連結会計年度末残高に含まれております。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当連結会計年度

（2020年３月31日）

受取手形 571百万円 -百万円

電子記録債権 292 -

 

 

※５　圧縮記帳額

　国庫補助金等により有形固定資産の取得価額から控除している圧縮記帳額及びその内訳は、次のとおりであり

ます。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当連結会計年度

（2020年３月31日）

建物及び構築物 762百万円 762百万円

土地 326 326
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(連結損益計算書関係)

※１　一般管理費及び当期製造費用に含まれる研究開発費の総額

前連結会計年度
（自　2018年４月１日

　　至　2019年３月31日）

当連結会計年度
（自　2019年４月１日

　　至　2020年３月31日）

9,503百万円 9,308百万円

 

※２　「補助金収入」及び「固定資産圧縮損」

前連結会計年度（自　2018年４月１日　至　2019年３月31日）

　補助金収入は、小牧市より交付された小牧市企業立地促進補助金であります。

　固定資産圧縮損は、上記の補助金収入に伴い取得価額から直接減額したものであります。

 

(連結包括利益計算書関係)

※ その他の包括利益に係る組替調整額及び税効果額

 
前連結会計年度

（自　2018年４月１日
至　2019年３月31日）

当連結会計年度
（自　2019年４月１日
至　2020年３月31日）

その他有価証券評価差額金：   

当期発生額 △1,435百万円 △397百万円

組替調整額 △31 △82

税効果調整前 △1,467 △480

税効果額 481 24

その他有価証券評価差額金 △985 △455

為替換算調整勘定：   

当期発生額 △6,488 △1,577

組替調整額 - -

　為替換算調整勘定 △6,488 △1,577

退職給付に係る調整額：   

当期発生額 1,757 2,369

組替調整額 △749 △1,381

税効果調整前 1,007 987

税効果額 △304 △304

退職給付に係る調整額 703 682

持分法適用会社に対する持分相当額：   

当期発生額 - △0

その他の包括利益合計 △6,771 △1,350
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(連結株主資本等変動計算書関係)

前連結会計年度（自　2018年４月１日　至　2019年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期
首株式数（千株）

当連結会計年度増
加株式数（千株）

当連結会計年度減
少株式数（千株）

当連結会計年度末
株式数（千株）

発行済株式     

普通株式 51,616 - - 51,616

合計 51,616 - - 51,616

自己株式     

普通株式　（注） 216 0 - 216

合計 216 0 - 216

 （注）普通株式の自己株式の株式数の増加0千株は、単元未満株式の買取による増加0千株であります。

 

２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

2018年６月27日

定時株主総会
普通株式 2,364 46 2018年３月31日 2018年６月28日

2018年11月７日

取締役会
普通株式 2,364 46 2018年９月30日 2018年12月６日

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

2019年６月26日

定時株主総会
普通株式 2,467 利益剰余金 48 2019年３月31日 2019年６月27日
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当連結会計年度（自　2019年４月１日　至　2020年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 
当連結会計年度期
首株式数（千株）

当連結会計年度増
加株式数（千株）

当連結会計年度減
少株式数（千株）

当連結会計年度末
株式数（千株）

発行済株式     

普通株式 51,616 - - 51,616

合計 51,616 - - 51,616

自己株式     

普通株式　（注） 216 0 - 217

合計 216 0 - 217

 （注）普通株式の自己株式の株式数の増加0千株は、単元未満株式の買取による増加0千株であります。

 

２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配当
額（円）

基準日 効力発生日

2019年６月26日

定時株主総会
普通株式 2,467 48 2019年３月31日 2019年６月27日

2019年11月７日

取締役会
普通株式 2,467 48 2019年９月30日 2019年12月６日

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

配当の原資
１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

2020年６月26日

定時株主総会
普通株式 2,569 利益剰余金 50 2020年３月31日 2020年６月29日

 

　(連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
 
 

前連結会計年度
（自 2018年４月１日

至 2019年３月31日）

当連結会計年度
（自 2019年４月１日
至 2020年３月31日）

現金及び預金 140,264百万円 167,090百万円

有価証券 17,126 6,364 

預入期間が３か月を超える定期預金 △24,130 △26,951 

取得日から償還日までの期間が３か月を超える債券等 △17,126 △6,364 

現金及び現金同等物 116,133 140,138 

 

(リース取引関係)
（借主側）
１．ファイナンス・リース取引
 重要性が乏しいため、記載を省略しております。

 
２．オペレーティング・リース取引
 重要性が乏しいため、記載を省略しております。
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(金融商品関係)
１．金融商品の状況に関する事項
(1)金融商品に対する取組方針
　当社グループは、資金運用については預金及び安全性の高い債券等の有価証券に限定し、また、必要が生じ
た場合の資金調達については銀行借入による方針であります。デリバティブは、内部管理規程に従い、実需の
範囲内でリスクを回避するために利用することとしており、投機的な取引は行わない方針であります。

(2)金融商品の内容及びそのリスク
　営業債権である受取手形及び売掛金並びに電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒されております。また、
海外で事業を行うにあたり生じる外貨建ての営業債権は、為替の変動リスクに晒されておりますが、同じ外貨
建ての買掛金の残高の範囲内にあるものを除き、必要に応じて先物為替予約を利用してヘッジいたします。
　有価証券及び投資有価証券は、主に運用目的の安全性の高い投資信託や債券、及び業務上の関係を有する企
業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒されております。
　営業債務である支払手形及び買掛金並びに電子記録債務は、そのほとんどが５ヶ月以内の支払期日でありま
す。

(3)金融商品に係るリスク管理体制
①　信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理
　当社は、販売債権管理規程に従い、営業債権について、各事業部門における営業管理部が主要な取引先の状
況を定期的にモニタリングし、取引相手ごとに期日及び残高を管理するとともに、財務状況等の悪化等による
回収懸念の早期把握や軽減を図っております。連結子会社についても同様の管理を行っております。
②　市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理
　当社グループは、外貨建ての営業債権について、為替の変動リスクに対して、必要に応じて先物為替予約を
利用してヘッジしております。
　有価証券及び投資有価証券については、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況等を把握し、市況
や取引先企業との関係を勘案して保有状況を継続的に見直しております。
　デリバティブ取引の執行・管理については、取引権限及び取引限度額等を定めた管理規程に従い、これを
行っております。
③　資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理
　当社グループは、適時に資金繰計画を作成・更新するとともに、手許流動性の維持などにより流動性リスク
を管理しております。

(4)金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
　金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含
まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用するこ
とにより、当該価額が変動することがあります。
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２．金融商品の時価等に関する事項

　連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。なお、時価を把握すること

が極めて困難と認められるものは含まれておりません（（注）２．参照）。

前連結会計年度（2019年３月31日）

 
連結貸借対照表計上額

（百万円）
時価（百万円） 差額（百万円）

(1) 現金及び預金 140,264 140,264 －

(2) 受取手形及び売掛金 67,687 67,687 －

(3) 電子記録債権 9,290 9,290 －

(4) 有価証券及び投資有価証券 52,675 52,675 －

　資産計 269,918 269,918 －

(1) 支払手形及び買掛金 20,446 20,446 －

(2) 電子記録債務 32,057 32,057 －

(3) 未払金 14,860 14,860 －

(4) 未払消費税等 2,228 2,228 －

(5) 未払法人税等 4,863 4,863 －

　負債計 74,457 74,457 －

 

当連結会計年度（2020年３月31日）

 
連結貸借対照表計上額

（百万円）
時価（百万円） 差額（百万円）

(1) 現金及び預金 167,090 167,090 －

(2) 受取手形及び売掛金 67,776 67,776 －

(3) 電子記録債権 8,199 8,199 －

(4) 有価証券及び投資有価証券 45,604 45,604 －

　資産計 288,670 288,670 －

(1) 支払手形及び買掛金 18,392 18,392 －

(2) 電子記録債務 30,851 30,851 －

(3) 未払金 14,828 14,828 －

(4) 未払消費税等 2,882 2,882 －

(5) 未払法人税等 4,834 4,834 －

　負債計 71,790 71,790 －

　（注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

資　産

(1) 現金及び預金、(2) 受取手形及び売掛金、(3) 電子記録債権

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっており

ます。

(4) 有価証券及び投資有価証券

　これらの時価について、株式等は取引所の価格によっており、債券は取引金融機関等から提示された価

格によっております。また、保有目的ごとの有価証券に関する事項については、注記事項「有価証券関

係」をご参照下さい。

 

負　債

(1) 支払手形及び買掛金、(2) 電子記録債務、(3) 未払金、(4) 未払消費税等、(5) 未払法人税等

　これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっており

ます。
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２．時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

（単位：百万円）

区分
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当連結会計年度

（2020年３月31日）

非上場株式 447 432

関係会社株式 915 1,193

合計 1,363 1,625

これらについては、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められることから、「（4）

有価証券及び投資有価証券」には含めておりません。

 

３．金銭債権及び満期のある有価証券の連結決算日後の償還予定額

　　前連結会計年度（2019年３月31日）

 
１年以内

 (百万円）

１年超
５年以内
 (百万円）

５年超
10年以内
 (百万円）

10年超
 (百万円）

現金及び預金 140,227 － － －

受取手形及び売掛金 67,687 － － －

電子記録債権 9,290 － － －

有価証券及び投資有価証券     

その他有価証券のうち満期
があるもの

    

　債券（社債） 14,600 19,630 － －

合計 231,805 19,630 － －

 

　　当連結会計年度（2020年３月31日）

 
１年以内

 (百万円）

１年超
５年以内
 (百万円）

５年超
10年以内
 (百万円）

10年超
 (百万円）

現金及び預金 167,062 － － －

受取手形及び売掛金 67,776 － － －

電子記録債権 8,199 － － －

有価証券及び投資有価証券     

その他有価証券のうち満期
があるもの

    

　債券（社債） 4,900 23,530 － －

合計 247,938 23,530 － －
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(有価証券関係)

１．その他有価証券

前連結会計年度（2019年３月31日）

 種類
連結貸借対照表計上
額（百万円）

取得原価（百万円） 差額（百万円）

連結貸借対照表計上額
が取得原価を超えるも
の

(1）株式 15,217 7,653 7,563

(2）債券 23,086 23,031 55

(3）その他 1,071 972 99

小計 39,375 31,657 7,718

連結貸借対照表計上額
が取得原価を超えない
もの

(1）株式 720 777 △56

(2）債券 11,139 11,204 △64

(3）その他 1,439 1,439 －

小計 13,300 13,422 △121

合計 52,675 45,079 7,596

（注）非上場株式等（連結貸借対照表計上額　1,363百万円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極

めて困難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

 

当連結会計年度（2020年３月31日）

 種類
連結貸借対照表計上
額（百万円）

取得原価（百万円） 差額（百万円）

連結貸借対照表計上額
が取得原価を超えるも
の

(1）株式 15,158 7,754 7,403

(2）債券 5,306 5,300 5

(3）その他 572 500 71

小計 21,036 13,556 7,480

連結貸借対照表計上額
が取得原価を超えない
もの

(1）株式 621 696 △75

(2）債券 23,006 23,205 △199

(3）その他 939 957 △17

小計 24,568 24,860 △292

合計 45,604 38,417 7,187

（注）非上場株式等（連結貸借対照表計上額　1,625百万円）については、市場価格がなく、時価を把握することが極

めて困難と認められることから、上表の「その他有価証券」には含めておりません。

２．減損処理を行った有価証券

　前連結会計年度において、その他有価証券の株式153百万円減損処理を行っております。

　なお、減損処理に当たっては、期末における時価が取得原価に比べ50％以上下落した場合には全て減損処理を行

い、30～50％程度下落した場合及び時価のない株式については、回復可能性等を考慮して必要と認められた額につい

て減損処理を行っております。

(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

 

(退職給付関係)

１．採用している退職給付制度の概要

当社及び一部の連結子会社は、確定給付企業年金制度（キャッシュバランスプラン等）及び退職一時金制度を採用

しております。

主として、勤続３年以上の従業員が退職した場合には90％を確定給付企業年金から、10％を退職一時金制度から、

それぞれ支給することとしております。

　以上のほか、従業員の退職等に際して、退職給付会計基準に準拠した数理計算による退職給付債務の対象とされな

い割増退職金を支払う場合があります。

　また、当社においては退職給付信託を設定しております。

　一部の連結子会社は、複数事業主制度の厚生年金基金制度に加入しており、このうち、自社の拠出に対応する年金

制度の額を合理的に計算することのできない制度については、確定拠出制度と同様に会計処理しております。
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２．確定給付制度

(1）退職給付債務の期首残高と期末残高の調整表

 
前連結会計年度

（自　2018年４月１日
至　2019年３月31日）

当連結会計年度
（自　2019年４月１日
至　2020年３月31日）

退職給付債務の期首残高 53,218百万円 53,748百万円

勤務費用 2,739 2,631

利息費用 276 282

数理計算上の差異の発生額 △156 △740

退職給付の支払額 △1,945 △2,549

新規連結に伴う増加額 34 -

外貨換算差額 △419 △268

退職給付債務の期末残高 53,748 53,103

(2）年金資産の期首残高と期末残高の調整表

 
前連結会計年度

（自　2018年４月１日
至　2019年３月31日）

当連結会計年度
（自　2019年４月１日
至　2020年３月31日）

年金資産の期首残高 60,142百万円 62,306百万円

期待運用収益 326 337

数理計算上の差異の発生額 1,566 1,613

事業主からの拠出額 1,930 1,491

退職給付の支払額 △1,489 △1,287

外貨換算差額 △169 △120

年金資産の期末残高 62,306 64,341

 

(3）退職給付債務及び年金資産の期末残高と連結貸借対照表に計上された退職給付に係る負債及び退職給付に係る資

産の調整表

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当連結会計年度

（2020年３月31日）

積立型制度の退職給付債務 46,404百万円 45,934百万円

年金資産 △62,306 △64,341

 △15,902 △18,406

非積立型制度の退職給付債務 7,343 7,168

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 △8,558 △11,238

   

退職給付に係る負債 10,401 9,503

退職給付に係る資産 18,960 20,741

連結貸借対照表に計上された負債と資産の純額 △8,558 △11,238

 

(4）退職給付費用及びその内訳項目の金額

 
前連結会計年度

（自　2018年４月１日
至　2019年３月31日）

当連結会計年度
（自　2019年４月１日
至　2020年３月31日）

勤務費用 2,739百万円 2,631百万円

利息費用 276 282

期待運用収益 △326 △337

数理計算上の差異の費用処理額 △749 △1,381

確定給付制度に係る退職給付費用 1,940 1,195
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(5）退職給付に係る調整額

　退職給付に係る調整額に計上した項目（税効果控除前）の内訳は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当連結会計年度

（2020年３月31日）

数理計算上の差異 1,007百万円 987百万円

 

(6）退職給付に係る調整累計額

　退職給付に係る調整累計額に計上した項目（税効果控除前）の内訳は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当連結会計年度

（2020年３月31日）

未認識数理計算上の差異 6,472百万円 7,460百万円

 

(7）年金資産に関する事項

①　年金資産の主な内訳

　　　年金資産合計に対する主な分類ごとの比率は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当連結会計年度

（2020年３月31日）

国内債券 26％ 24％

国内株式 35 38

外国債券 14 13

外国株式 6 5

保険資産 15 17

その他 4 2

合計 100 100

　（注）年金資産合計には、企業年金制度に対して設定した退職給付信託が前連結会計年度27％、当連結会計年度

31％含まれております。

 

②　長期期待運用収益率の設定方法

年金資産の長期期待運用収益率を決定するため、現在及び予想される年金資産の配分と、年金資産を構成する

多様な資産からの現在及び将来期待される長期の収益率を考慮しております。

 

(8）数理計算上の計算基礎に関する事項

　主要な数理計算上の計算基礎（加重平均で表わしております。）

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）
当連結会計年度

（2020年３月31日）

割引率 0.5％ 0.5％

長期期待運用収益率 0.5％ 0.5％

 

３．複数事業主制度

確定拠出制度と同様に会計処理する、複数事業主制度の厚生年金基金制度への要拠出額は、前連結会計年度105百

万円、当連結会計年度80百万円であります。

(1）複数事業主制度の直近の積立状況

 
前連結会計年度

（2018年３月31日現在）
当連結会計年度

（2019年３月31日現在）

年金資産の額 12,622百万円 13,350百万円

年金財政計算上の数理債務の額と

最低責任準備金の額との合計額
10,793 10,585

差引額 1,829 2,764

 

(2）複数事業主制度の掛金に占める当社グループの割合

自　2017年４月１日　至　2018年３月31日　　　8.9％

自　2018年４月１日　至　2019年３月31日　　　8.3％
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(3）補足説明
上記（1）の差引額の主な要因は、年金財政計算上の未償却過去勤務債務残高（前連結会計年度2,123百万円、当

連結会計年度1,389百万円）、別途積立金（前連結会計年度3,521百万円、当連結会計年度4,068百万円）及び当年
度剰余金（前連結会計年度547百万円、当連結会計年度178百万円）であります。
本制度における過去勤務債務の償却方法は残存期間２年の元利均等償却であります。
なお、上記（2）の割合は当社グループの実際の負担割合とは一致しません。

 

(ストック・オプション等関係)
該当事項はありません。

(税効果会計関係)

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）

 

 

当連結会計年度

（2020年３月31日）

繰延税金資産    

有価証券の有税による評価減 968百万円 969百万円

賞与引当金 1,111  1,051

退職給付に係る負債 2,184  1,399

その他 5,428  6,123

繰延税金資産小計 9,693  9,544

評価性引当額 △1,825  △1,805

繰延税金資産合計 7,867  7,739

繰延税金負債    

その他有価証券評価差額金 1,991  1,966

退職給付に係る調整累計額 1,933  2,308

退職給付信託設定益 1,512  1,512

在外子会社の留保利益 3,950  4,453

その他 1,949  1,602

繰延税金負債合計 11,336  11,843

繰延税金資産（負債）の純額 △3,469  △4,104

 

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となった

主要な項目別の内訳

 

 
前連結会計年度

（2019年３月31日）

 

 

当連結会計年度

（2020年３月31日）

法定実効税率 30.4％  30.4％

（調整）    

交際費等永久に損金に算入されない項目 0.6  0.6

受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △3.0  △2.3

受取配当金の連結消去に伴う影響 2.5  1.6

住民税均等割 0.7  0.6

税額控除額 △1.5  △2.3

海外連結子会社との税率差異 △3.9  △3.6

のれん償却額 0.5  0.3

在外子会社の留保利益 1.3  1.2

その他 0.1  △0.4

税効果会計適用後の法人税等の負担率 27.6  26.3
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

 

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、経営者が経営資源の配分

の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社は、主に熱機器等を生産・販売しており、国内においては当社及び子会社が、海外においてはアメリカ、オー

ストラリア等の各地域を、現地法人がそれぞれ担当しております。現地法人はそれぞれ独立した経営単位であり、取

り扱う製品について各地域の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は、生産・販売体制を基礎とした地域別のセグメントから構成されており、「日本」、「アメリ

カ」、「オーストラリア」、「中国」、「韓国」、「インドネシア」の６つを報告セグメントとしております。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」におけ

る記載と概ね同一であります。

事業セグメントの利益は、営業利益をベースとした数値であります。

 

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自　2018年４月１日 至　2019年３月31日）

         （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

(注)１

調整額

（注）

２，３

連結財務諸

表計上額

（注）４ 日本 アメリカ
オースト

ラリア
中国 韓国

インド

ネシア
計

売上高           

外部顧客への売上高 180,821 30,390 24,921 46,009 32,953 12,136 327,232 20,789 － 348,022

セグメント間の内部

売上高又は振替高
35,012 － 111 1,667 1,089 703 38,585 2,639 (41,225) －

計 215,834 30,390 25,033 47,676 34,042 12,840 365,817 23,429 (41,225) 348,022

セグメント利益 17,390 1,491 1,509 4,989 112 1,686 27,179 3,344 354 30,879

セグメント資産 323,137 14,126 21,253 35,212 20,127 11,948 425,806 27,394 (22,314) 430,885

その他の項目           

減価償却費 8,207 146 381 980 1,292 362 11,371 504 － 11,876

のれんの償却額 129 － 223 － － 142 495 － － 495

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額

（注）５

8,902 1,891 233 1,584 852 167 13,632 777 － 14,409

(注)　１．その他には、台湾、タイ、ベトナム、ニュージーランド、ブラジル等の現地法人の事業活動を含んでおり

ます。

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント資産の調整額は、セグメント間取引消去であります。

４．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

５．有形固定資産及び無形固定資産の増加額には新規連結に伴う増加額を含んでおりません。
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当連結会計年度（自　2019年４月１日 至　2020年３月31日）

         （単位：百万円）

 報告セグメント
その他

(注)１

調整額

（注）

２，３

連結財務諸

表計上額

（注）４ 日本 アメリカ
オースト

ラリア
中国 韓国

インド

ネシア
計

売上高           

外部顧客への売上高 181,072 33,133 23,652 44,226 27,695 10,699 320,481 19,979 － 340,460

セグメント間の内部

売上高又は振替高
35,632 － 108 1,744 955 563 39,004 2,417 (41,421) －

計 216,704 33,133 23,760 45,971 28,651 11,263 359,485 22,396 (41,421) 340,460

セグメント利益又は損

失（△）
20,703 1,939 392 6,410 △17 1,600 31,029 2,976 416 34,422

セグメント資産 334,369 16,162 21,558 42,535 17,762 12,514 444,903 29,064 (23,482) 450,486

その他の項目           

減価償却費 7,732 297 553 1,500 1,196 333 11,613 520 － 12,134

持分法適用会社への

投資額
－ － － － － － － 279 － 279

のれんの償却額 129 － 212 － － － 341 － － 341

有形固定資産及び無

形固定資産の増加額

（注）５

7,856 807 439 835 505 181 10,624 607 － 11,232

(注)　１．その他には、台湾、タイ、ベトナム、ニュージーランド、ブラジル等の現地法人の事業活動を含んでおり

ます。

２．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

３．セグメント資産の調整額は、セグメント間取引消去であります。

４．セグメント利益又は損失は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

５．有形固定資産及び無形固定資産の増加額には新規連結に伴う増加額を含んでおりません。

 

【関連情報】

前連結会計年度（自　2018年４月１日 至　2019年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略し

ております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

（単位：百万円）

日本 中国 韓国 アジア その他の地域 合計

172,520 50,829 33,186 24,728 66,757 348,022

　（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 

(2）有形固定資産

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

日本 韓国 アジア その他の地域 合計

53,747 7,916 11,576 9,614 82,854
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当連結会計年度（自　2019年４月１日 至　2020年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略し

ております。

 

２．地域ごとの情報

(1）売上高

（単位：百万円）

日本 中国 韓国 アジア その他の地域 合計

173,550 48,476 27,913 22,429 68,089 340,460

　（注）売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 

 

(2）有形固定資産

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

日本 韓国 アジア その他の地域 合計

53,503 7,374 13,245 10,509 84,633

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自　2018年４月１日　至　2019年３月31日）

　該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自　2019年４月１日　至　2020年３月31日）

　該当事項はありません。

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自　2018年４月１日 至　2019年３月31日）

　重要性が乏しいため記載を省略しております。

 

当連結会計年度（自　2019年４月１日 至　2020年３月31日）

　重要性が乏しいため記載を省略しております。

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自　2018年４月１日 至　2019年３月31日）

　該当事項はありません。

 

当連結会計年度（自　2019年４月１日 至　2020年３月31日）

　該当事項はありません。

 

【関連当事者情報】

関連当事者との取引

(1）連結財務諸表提出会社と関連当事者との取引

　該当事項はありません。
 

(2）連結財務諸表提出会社の連結子会社と関連当事者との取引

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

 
 
 

前連結会計年度
（自 2018年４月１日
至 2019年３月31日）

当連結会計年度
（自 2019年４月１日
至 2020年３月31日）

１株当たり純資産額 5,819.80円 6,140.52円

１株当たり当期純利益 398.45円 419.49円

（注）１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度末
（2019年３月31日）

当連結会計年度末
（2020年３月31日）

 純資産の部の合計額　　　　　　（百万円） 320,696 340,959

 純資産の部の合計額から控除する金額

　　　　　　　　　　　　　　　 （百万円）
21,560 25,343

（うち非支配株主持分　　　　　（百万円）） (21,560) (25,343)

普通株式に係る期末の純資産額　（百万円） 299,136 315,615

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の

普通株式の数　　　　　　　　　（株）
51,399,692 51,398,817

３．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前連結会計年度

(自　2018年４月１日
至　2019年３月31日)

当連結会計年度
(自　2019年４月１日
至　2020年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純利益

　　　　　　　　　　　　　　　（百万円）
20,480 21,561

普通株主に帰属しない金額　　　（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利

益　　　　　　　　　　　　（百万円）
20,480 21,561

期中平均株式数　　　　　　　　（株） 51,399,853 51,399,210

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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⑤【連結附属明細表】

【社債明細表】

　該当事項はありません。

 

【借入金等明細表】

区分
当期首残高
（百万円）

当期末残高
（百万円）

平均利率
（％）

返済期限

短期借入金 127 122 0.03 －

１年以内に返済予定の長期借入金 － － － －

１年以内に返済予定のリース債務 44 656 － －

長期借入金（１年以内に返済予定のものを除く。） － － － －

リース債務（１年以内に返済予定のものを除く。） 43 995 － 2021年～2027年

その他有利子負債 － － － －

合計 214 1,773 － －

　（注）１．リース債務の平均利率については、リース料総額に含まれる利息相当額を控除する前の金額でリース債務を

連結貸借対照表に計上しているため、記載しておりません。

２．リース債務（１年以内に返済予定のものを除く。）の連結決算日後５年間の返済予定額は以下のとおりであ

ります。

 
１年超２年以内
（百万円）

２年超３年以内
（百万円）

３年超４年以内
（百万円）

４年超５年以内
（百万円）

リース債務 426 280 161 65

３．１年以内に返済予定のリース債務及びリース債務（１年以内に返済予定のものを除く。）は、それぞれ連結

貸借対照表上、流動負債の「その他」及び固定負債の「その他」に含めて表示しております。

【資産除去債務明細表】

　当連結会計年度期首及び当連結会計年度末における資産除去債務の金額が、当連結会計年度期首及び当連結会計年度末

における負債及び純資産の合計額の100分の１以下であるため、連結財務諸表規則第92条の２の規定により記載を省略し

ております。

（２）【その他】

当連結会計年度における四半期情報等

（累計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 当連結会計年度

売上高　　　　　　（百万円） 73,931 160,361 251,851 340,460

税金等調整前四半期（当期）純

利益　　　　　（百万円）
5,069 13,137 24,773 34,834

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益（百万円）
3,284 7,990 15,354 21,561

１株当たり四半期（当期）純利

益　　　　　　（円）
63.89 155.46 298.72 419.49

 

（会計期間） 第１四半期 第２四半期 第３四半期 第４四半期

１株当たり四半期純利

益　　　　　　　　　　（円）
63.89 91.57 143.26 120.76
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２【財務諸表等】

（１）【財務諸表】

①【貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前事業年度

(2019年３月31日)
当事業年度

(2020年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 74,834 95,199

受取手形 ※４ 5,128 4,116

売掛金 32,576 29,937

電子記録債権 ※４ 7,094 7,259

有価証券 15,399 5,820

商品及び製品 10,171 8,737

原材料及び貯蔵品 3,421 3,470

その他 504 294

貸倒引当金 △9 △9

流動資産合計 149,122 154,826

固定資産   

有形固定資産   

建物 ※５ 16,668 ※５ 17,248

構築物 1,209 1,271

機械及び装置 5,544 5,116

車両運搬具 55 68

工具、器具及び備品 2,051 1,914

土地 ※５ 10,928 ※５ 10,920

リース資産 57 101

建設仮勘定 974 680

有形固定資産合計 37,488 37,323

無形固定資産   

ソフトウエア 995 1,075

リース資産 7 4

その他 288 291

無形固定資産合計 1,291 1,371

投資その他の資産   

投資有価証券 33,997 37,671

関係会社株式 23,035 22,958

関係会社出資金 1,870 1,870

前払年金費用 11,776 12,868

その他 1,120 1,139

貸倒引当金 △19 △19

投資その他の資産合計 71,780 76,489

固定資産合計 110,560 115,184

資産合計 259,682 270,011
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  (単位：百万円)

 
前事業年度

(2019年３月31日)
当事業年度

(2020年３月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 12,658 11,602

電子記録債務 18,434 17,912

リース債務 39 38

未払金 4,092 4,411

未払費用 759 710

未払法人税等 3,002 3,070

預り金 147 148

賞与引当金 2,468 2,500

製品保証引当金 725 711

その他 679 1,845

流動負債合計 43,007 42,951

固定負債   

リース債務 31 77

退職給付引当金 3,004 3,163

その他 2,773 3,270

固定負債合計 5,809 6,511

負債合計 48,817 49,462

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,459 6,459

資本剰余金   

資本準備金 8,719 8,719

資本剰余金合計 8,719 8,719

利益剰余金   

利益準備金 1,614 1,614

その他利益剰余金 190,504 200,628

別途積立金 170,000 180,000

繰越利益剰余金 20,504 20,628

利益剰余金合計 192,119 202,243

自己株式 △1,864 △1,870

株主資本合計 205,434 215,552

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 5,430 4,996

評価・換算差額等合計 5,430 4,996

純資産合計 210,865 220,548

負債純資産合計 259,682 270,011
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②【損益計算書】

  (単位：百万円)

 
前事業年度

(自　2018年４月１日
　至　2019年３月31日)

当事業年度
(自　2019年４月１日
　至　2020年３月31日)

売上高 ※１ 206,015 ※１ 207,805

売上原価 ※１ 158,312 ※１ 156,614

売上総利益 47,703 51,190

販売費及び一般管理費 ※２ 33,100 ※２ 33,831

営業利益 14,602 17,359

営業外収益   

受取利息及び配当金 ※１ 3,418 ※１ 2,339

その他 ※１ 1,213 ※１ 1,189

営業外収益合計 4,632 3,528

営業外費用   

営業外費用合計 208 592

経常利益 19,026 20,295

特別利益   

補助金収入 ※３ 69 -

特別利益合計 69 -

特別損失   

固定資産圧縮損 ※３ 69 -

投資有価証券評価損 153 -

特別損失合計 222 -

税引前当期純利益 18,872 20,295

法人税、住民税及び事業税 4,497 5,038

法人税等調整額 200 197

法人税等合計 4,697 5,236

当期純利益 14,175 15,058
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③【株主資本等変動計算書】

前事業年度（自　2018年４月１日　至　2019年３月31日）

      (単位：百万円)  

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 

資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計
 別途積立金

繰越利益
剰余金

当期首残高 6,459 8,719 8,719 1,614 160,000 21,058 182,673 △1,860

当期変動額         

剰余金の配当      △4,728 △4,728  

当期純利益      14,175 14,175  

別途積立金の積立     10,000 △10,000 -  

自己株式の取得        △3

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

        

当期変動額合計 - - - - 10,000 △553 9,446 △3

当期末残高 6,459 8,719 8,719 1,614 170,000 20,504 192,119 △1,864

 

     

 株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
 

株主資本
合計

その他有価
証券評価差
額金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 195,991 6,374 6,374 202,365

当期変動額     

剰余金の配当 △4,728   △4,728

当期純利益 14,175   14,175

別途積立金の積立 -   -

自己株式の取得 △3   △3

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

 △943 △943 △943

当期変動額合計 9,443 △943 △943 8,499

当期末残高 205,434 5,430 5,430 210,865
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当事業年度（自　2019年４月１日　至　2020年３月31日）

      (単位：百万円)  

 株主資本

 

資本金

資本剰余金 利益剰余金

自己株式 

資本準備金
資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金

合計
 別途積立金

繰越利益
剰余金

当期首残高 6,459 8,719 8,719 1,614 170,000 20,504 192,119 △1,864

当期変動額         

剰余金の配当      △4,934 △4,934  

当期純利益      15,058 15,058  

別途積立金の積立     10,000 △10,000 -  

自己株式の取得        △6

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

        

当期変動額合計 - - - - 10,000 124 10,124 △6

当期末残高 6,459 8,719 8,719 1,614 180,000 20,628 202,243 △1,870

 

     

 株主資本 評価・換算差額等

純資産合計
 

株主資本
合計

その他有価
証券評価差
額金

評価・換算
差額等合計

当期首残高 205,434 5,430 5,430 210,865

当期変動額     

剰余金の配当 △4,934   △4,934

当期純利益 15,058   15,058

別途積立金の積立 -   -

自己株式の取得 △6   △6

株主資本以外の項目の当期変動
額（純額）

 △433 △433 △433

当期変動額合計 10,117 △433 △433 9,683

当期末残高 215,552 4,996 4,996 220,548
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【注記事項】

（重要な会計方針）

１．資産の評価基準及び評価方法

　(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　　子会社株式及び関連会社株式

　　　移動平均法による原価法

　　その他有価証券

　　　時価のあるもの

　　　　決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均

法　により算定）

　　　時価のないもの

　　　　移動平均法による原価法

　(2) たな卸資産の評価基準及び評価方法

　　商品及び製品

　　　先入先出法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

　　原材料及び貯蔵品

　　　最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

２．固定資産の減価償却の方法

　(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

　　　定率法（ただし、2007年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く。）並びに2016年４月１日以降

に取得した建物附属設備及び構築物については定額法）

　　　なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

　　　　建物　　　　　　　　７年～50年

　　　　機械及び装置　 　 　10年～17年

　　　　工具、器具及び備品　２年～15年

　(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

　　　定額法

　　　なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づいております。

　(3) リース資産

　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しております。

 

３．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

　外貨建金銭債権債務は、期末日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しております。

４．引当金の計上基準

　(1) 貸倒引当金

　　　金銭債権の貸倒れによる損失に備えて、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権

については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

　(2) 賞与引当金

　　　従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、将来の支給見込額のうち当事業年度の負担額を計上して

おります。

　(3) 製品保証引当金

　　　当社製品の無償修理費用の支出に備えるため、過去の実績を基礎に将来の製品保証費見込額を計上しており

ます。

　(4) 退職給付引当金

　　　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上し

ております。なお、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度までの期間に帰属させる方法

については、給付算定式基準によっております。

　　　数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）に

よる定額法により按分した額を、それぞれ発生の翌事業年度から費用処理することとしております。

５．その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

　(1) 退職給付に係る会計処理

　　　退職給付に係る未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の未処理額の会計処理の方法は、連結財務

諸表におけるこれらの会計処理の方法と異なっております。

 

　(2) 消費税等の会計処理

　　　税抜方式によっております。
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(追加情報)
新型コロナウイルス感染症の拡大に伴う会計上の見積りについて
　世界的な流行拡大により、経済、企業活動への深刻な影響が見込まれております。収束時期等を予測することは
困難ではありますが、今後１年程度は経済活動停滞による影響は続くものと考えております。なお、当社の商品は
生活必需品としての性格が強く、買替比率の高い商品構成であるため、企業活動への影響は限定的との仮定のもと
で会計上の見積りを行っております。

（貸借対照表関係）

　１　関係会社に対する金銭債権及び金銭債務（区分表示したものを除く）

 
前事業年度

（2019年３月31日）
当事業年度

（2020年３月31日）

短期金銭債権 9,311百万円 4,699百万円

短期金銭債務 6,017 5,647

 

２　保証債務

　他の会社の金融機関等からの借入債務等に対し、保証を行っております。

 前事業年度
（2019年３月31日）

 当事業年度
（2020年３月31日）

リンナイテクニカ㈱ 2,459百万円 リンナイテクニカ㈱ 2,285百万円

アール・ビー・コントロールズ㈱ 903 アール・ビー・コントロールズ㈱ 850

リンナイ精機㈱ 433 リンナイ精機㈱ 392

㈱柳澤製作所 273 ㈱柳澤製作所 121

能登テック㈱ 5 能登テック㈱ 8

計 4,076 計 3,658

 

　　３　受取手形割引高

 
前事業年度

（2019年３月31日）
当事業年度

（2020年３月31日）

受取手形割引高 91百万円 41百万円

 

　※４　期末日満期手形及び電子記録債権

　　期末日満期手形及び電子記録債権の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしています。なお、前

　事業年度の末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形及び電子記録債権が期末残高に含まれており

　ます。

 
前事業年度

（2019年３月31日）
当事業年度

（2020年３月31日）

受取手形 569百万円 -百万円

電子記録債権 　　　　　　　　　　　　263 　　　　　　　　　　　　　-

 

　※５　圧縮記帳額

　　国庫補助金等により有形固定資産の取得価額から控除している圧縮記帳額及びその内訳は、次のとおりでありま

　す。

 
前事業年度

（2019年３月31日）
当事業年度

（2020年３月31日）

建物 762百万円 762百万円

土地 　　　　　　　　　　　　326 　　　　　　　　　　　　326

 

（損益計算書関係）

※１　関係会社との取引高

 

前事業年度

（自　2018年４月１日

至　2019年３月31日）

当事業年度

（自　2019年４月１日

至　2020年３月31日）

営業取引による取引高   

　売上高 64,752百万円 50,276百万円

　売上原価 66,325 67,686

営業取引以外の取引高 3,645 2,672
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※２　販売費に属する費用のおおよその割合は前事業年度88％、当事業年度87％、一般管理費に属する費用のおおよそ
　　の割合は前事業年度12％、当事業年度13％であります。

　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前事業年度

（自　2018年４月１日
　　至　2019年３月31日）

　当事業年度
（自　2019年４月１日

　　至　2020年３月31日）

運賃及び荷造費 5,882百万円 5,939百万円

製品保証引当金繰入額 725 711

給料及び賞与 10,865 11,650

賞与引当金繰入額 1,162 1,200

退職給付費用 324 46

減価償却費 771 763

 

※３「補助金収入」及び「固定資産圧縮損」
前事業年度（自　2018年４月１日　至　2019年３月31日）

　　　補助金収入は、小牧市より交付された小牧市企業立地促進補助金であります。
　　　固定資産圧縮損は、上記の補助金収入に伴い取得価額から直接減額したものであります。

 

（有価証券関係）
　子会社株式及び関連会社株式(当事業年度の貸借対照表計上額は子会社株式22,958百万円、関連会社株式-百万円、
前事業年度の貸借対照表計上額は子会社株式23,035百万円、関連会社株式-百万円）は、市場価格がなく、時価を把
握することが極めて困難と認められることから、記載しておりません。

 

（税効果会計関係）

　１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

 
前事業年度

（2019年３月31日）
 

当事業年度

（2020年３月31日）

繰延税金資産    

　固定資産の償却超過 162百万円 165百万円

　有価証券の有税による評価減 930  933

　未払事業税 208  215

　賞与引当金 767  760

　製品保証引当金 220  216

　その他 590  393

繰延税金資産小計 2,880  2,685

評価性引当額 △947  △950

繰延税金資産合計 1,932  1,735

繰延税金負債    

　退職給付信託設定益 1,512  1,512

　その他有価証券評価差額金 1,912  1,898

繰延税金負債合計 3,424  3,410

繰延税金資産（負債）の純額 △1,491  △1,675

 

　２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間に重要な差異があるときの、当該差異の原因となっ

た主要な項目別の内訳

 
前事業年度

（2019年３月31日）
 

当事業年度

（2020年３月31日）

法定実効税率 30.4％  30.4％

（調整）    

　交際費等永久に損金に算入されない項目 0.4  0.4

　受取配当金等永久に益金に算入されない項目 △4.7  △3.1

　税額控除額

　評価性引当額の増減額

△2.1

0.1

 △2.4

0.0

　その他 0.7  0.5

税効果会計適用後の法人税等の負担率 24.8  25.8
 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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④【附属明細表】

【有形固定資産等明細表】

（単位：百万円）

区　分 資産の種類
当期首
残　高

当　期
増加額

当　期
減少額

当　期
償却額

当期末
残　高

減価償却
累 計 額

有形固

定資産

建物 16,668 1,665 90 994 17,248 18,722

構築物 1,209 168 2 102 1,271 1,529

 機械及び装置 5,544 892 67 1,252 5,116 15,870

 車両運搬具 55 49 1 33 68 237

 工具、器具及び備品 2,051 2,651 45 2,741 1,914 13,403

 土地 10,928 - 8 - 10,920 -

 リース資産 57 84 0 40 101 91

 建設仮勘定 974 494 788 - 680 -

 計 37,488 6,005 1,005 5,165 37,323 49,855

無形固

定資産

ソフトウエア 995 492 - 412 1,075 4,324

リース資産 7 - - 3 4 9

 その他 288 142 137 1 291 111

 計 1,291 635 137 418 1,371 4,445

 

 

 

【引当金明細表】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）
 

科目 当期首残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

貸倒引当金 28 28 28 28

賞与引当金 2,468 2,500 2,468 2,500

製品保証引当金 725 711 725 711

 

（２）【主な資産及び負債の内容】

　連結財務諸表を作成しているため、記載を省略しております。

 

（３）【その他】

　該当事項はありません。
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第６【提出会社の株式事務の概要】

事業年度 ４月１日から３月３１日まで

定時株主総会 ６月中

基準日 ３月３１日

剰余金の配当の基準日
９月３０日
３月３１日

１単元の株式数 １００株

単元未満株式の買取り・買増し  

取扱場所
（特別口座）
名古屋市中区栄三丁目15番33号　三井住友信託銀行株式会社　証券代行部

株主名簿管理人
（特別口座）

東京都千代田区丸の内一丁目４番１号　三井住友信託銀行株式会社

取次所 －

買取・買増手数料 株式の売買の委託に係る手数料相当額として別途定める金額

公告掲載方法
電子公告により行います。ただし、事故その他のやむを得ない事由が生じたと
きは、日本経済新聞に記載して行います。
公告掲載URL　https://www.rinnai.co.jp

株主に対する特典 該当事項はありません。
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第７【提出会社の参考情報】

１【提出会社の親会社等の情報】

当社は、金融商品取引法第24条の７第１項に規定する親会社等はありません。

 

２【その他の参考情報】

　当事業年度の開始日から有価証券報告書提出日までの間に次の書類を提出しております。

(1）有価証券報告書及びその添付書類並びに確認書

　　事業年度（第69期）（自　2018年４月１日　至　2019年３月31日）2019年６月26日関東財務局長に提出

(2）内部統制報告書及びその添付書類

　　2019年６月26日関東財務局長に提出

(3）四半期報告書及び確認書

　　(第70期第１四半期)（自　2019年４月１日　至　2019年６月30日）2019年８月９日関東財務局長に提出

　　(第70期第２四半期)（自　2019年７月１日　至　2019年９月30日）2019年11月13日関東財務局長に提出

　　(第70期第３四半期)（自　2019年10月１日　至　2019年12月31日）2020年２月13日関東財務局長に提出

(4）臨時報告書

　　2019年６月27日関東財務局長に提出

　企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２（株主総会における議決権行使の結果）に基づく臨

時報告書であります。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の監査報告書及び内部統制監査報告書  

 

   2020年６月26日

リンナイ株式会社    

 

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 名古屋事務所  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 鈴木　晴久　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 北岡　宏仁　　印

 

＜財務諸表監査＞

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられてい

るリンナイ株式会社の2019年4月1日から2020年3月31日までの連結会計年度の連結財務諸表、すなわち、連結貸借対照

表、連結損益計算書、連結包括利益計算書、連結株主資本等変動計算書、連結キャッシュ・フロー計算書、連結財務諸表

作成のための基本となる重要な事項、その他の注記及び連結附属明細表について監査を行った。

当監査法人は、上記の連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、リ

ンナイ株式会社及び連結子会社の2020年3月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する連結会計年度の経営成績及

びキャッシュ・フローの状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準におけ

る当監査法人の責任は、「連結財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における

職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を

果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結財務諸表を作成し適正

に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結財務諸表を作成し適正に表示するため

に経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結財務諸表を作成することが適切であるか

どうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示す

る必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

連結財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表

示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結財務諸表に対する意見を表明す

ることにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結財務諸表の利用者

の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家と

しての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続

を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切

な監査証拠を入手する。

・　連結財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評

価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及

び関連する注記事項の妥当性を評価する。
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・　経営者が継続企業を前提として連結財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基

づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか

結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において連結財務諸表の注記

事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結財務諸表の注記事項が適切でない場合は、連結財務諸

表に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証

拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠している

かどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに連結財務諸表が基礎とな

る取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結財務諸表に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査証拠を

入手する。監査人は、連結財務諸表の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

意見に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制

の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガード

を講じている場合はその内容について報告を行う。

 

＜内部統制監査＞

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第2項の規定に基づく監査証明を行うため、リンナイ株式会社の2020年3月

31日現在の内部統制報告書について監査を行った。

当監査法人は、リンナイ株式会社が2020年3月31日現在の財務報告に係る内部統制は有効であると表示した上記の内部

統制報告書が、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の評価の基準に準拠して、財務報告

に係る内部統制の評価結果について、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に準拠して内部統

制監査を行った。財務報告に係る内部統制の監査の基準における当監査法人の責任は、「内部統制監査における監査人の

責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ

適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

内部統制報告書に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、財務報告に係る内部統制を整備及び運用し、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告

に係る内部統制の評価の基準に準拠して内部統制報告書を作成し適正に表示することにある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告に係る内部統制の整備及び運用状況を監視、検証することにある。

なお、財務報告に係る内部統制により財務報告の虚偽の記載を完全には防止又は発見することができない可能性があ

る。

 

内部統制監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した内部統制監査に基づいて、内部統制報告書に重要な虚偽表示がないかどうかにつ

いて合理的な保証を得て、内部統制監査報告書において独立の立場から内部統制報告書に対する意見を表明することにあ

る。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる財務報告に係る内部統制の監査の基準に従って、監査の過程

を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果について監査証拠を入手するための監査手続を実施す

る。内部統制監査の監査手続は、監査人の判断により、財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性に基づいて選択及び

適用される。

・　財務報告に係る内部統制の評価範囲、評価手続及び評価結果について経営者が行った記載を含め、全体としての内

部統制報告書の表示を検討する。

・　内部統制報告書における財務報告に係る内部統制の評価結果に関する十分かつ適切な監査証拠を入手する。監査人

は、内部統制報告書の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責

任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した内部統制監査の範囲とその実施時期、内部統制監査の実施結果、

識別した内部統制の開示すべき重要な不備、その是正結果、及び内部統制の監査の基準で求められているその他の事項に

ついて報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガード

を講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。
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以　上

 

　（注）　１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提
出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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 独立監査人の監査報告書  

 

   2020年６月26日

リンナイ株式会社    

 

 取締役会　御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 名古屋事務所  

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 鈴木　晴久　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 北岡　宏仁　　印

     

監査意見

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理の状況」に掲げられてい

るリンナイ株式会社の2019年4月1日から2020年3月31日までの第70期事業年度の財務諸表、すなわち、貸借対照表、損益

計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針、その他の注記及び附属明細表について監査を行った。

当監査法人は、上記の財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、リンナ

イ株式会社の2020年3月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する事業年度の経営成績を、全ての重要な点において

適正に表示しているものと認める。

 

監査意見の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準におけ

る当監査法人の責任は、「財務諸表監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業

倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監

査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

 

財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して財務諸表を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない財務諸表を作成し適正に表示するために経営者

が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき財務諸表を作成することが適切であるかどうかを

評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要が

ある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。

 

財務諸表監査における監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての財務諸表に不正又は誤謬による重要な虚偽表示が

ないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から財務諸表に対する意見を表明することに

ある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、財務諸表の利用者の意思決定に

影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家と

しての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続

を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切

な監査証拠を入手する。

・　財務諸表監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評価の

実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及

び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として財務諸表を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ

き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結

論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において財務諸表の注記事項に

注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する財務諸表の注記事項が適切でない場合は、財務諸表に対して除外
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事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいてい

るが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているかど

うかとともに、関連する注記事項を含めた財務諸表の表示、構成及び内容、並びに財務諸表が基礎となる取引や会計

事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制

の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、

並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガード

を講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

　（注）　１．上記は監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（有価証券報告書提

出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは監査の対象には含まれていません。
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